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１－１ 調査目的

芦屋市民の市民参画や協働についての意識や行動についての調査・分析を行い、『第3次
芦屋市市民参画協働推進計画』策定の基となる情報を得ることを目的とし、調査を実施した。

１－4 報告書の見方

・「n」は、各設問に答えた回答者の総数である。
・「SA」は１つ選択する設問、「MA」はあてはまるものすべてを選択する設問、「ML3」はあてはまる
もの３つ以内を選択する設問である。
・「MA」「ML3」の設問については、各選択肢間での影響度を優先して見るために、回答者（889名）
ではなく、その設問で選択された回答の合計値を分母として百分比（％）を出している。
・グラフ内の数字は特記のない限り、百分比(％)であり、小数点以下第２位を四捨五入して算出し
ている。このため、百分比の合計値が100.0にならないことがある。
・文中のポイントの数字は特記のない限り、小数点以下第２位を四捨五入して算出している。
・基数が極端に小さい場合は、乖離が大きくても言及しない場合がある。
・「性・年齢別」のグラフについて、性別「自認の性」については基数が極端に少ないため、グラフで
表していない場合がある。
・「性・年齢別」のグラフについて、ラベル名のみ記載があり、棒グラフの表示がないものは、該当
する回答が無いものである。
・本報告書における若者の定義については、日本の若者向けの政策（『子供・若者育成支援推進大
綱』（平成28年、内閣府））の対象年齢などを参考に、10～30歳代としている。

１－3 調査の概要及び回収結果

１－2 調査項目

芦屋市の過去の市民意識調査および『第2次芦屋市市民参画協働推進計画』に定める成果
目標（指標）と比較できるようにするため、前回の質問項目は残しつつ、「住んでいる地域に
対する意識」「地域の人とのつながり」「地域での活動との関わり」の3つに注目し、構成の組
み直しと新たな調査項目を追加した。

委託調査機関 株式会社ライフデザイン阪急阪神

調 査 主 体 芦屋市企画部市民参画課

有 効 回 答 率 44.45％

有 効 回 答 数 889名

対 象 者 数 2000名

期 間 22日間（2019年2月22日～3月15日）

方 法 郵送法による調査票・
ウェブアンケートフォーム（調査票記載QRコードより）で回答

対 象 芦屋市内の18歳以上の男女2000名

今回の調査項目の内訳は以下の通り。

５．市民参画協働施策に対する意識・行動

４．地域での活動との関わり

３．地域の人とのつながり

２．住んでいる地域に対する意識

１．回答者属性

市民参画協働全般に対する考えについて

行政から提供される情報について

行政から提供される機会について

地域にとらわれない活動への参加状況と
それに対する考えについて

地域の活動への参加状況と
それに対する考えについて

関わることに対する考えについて

関わりの現状について

気になることや必要に思うことについて

地域への関心について

住み心地について

性別、年齢、居住地、居住歴、職業

問38～問41

問35～問37

問34

問27～問33

問18～問26

問16～問17

問14～問15

問12～問13

問8～問11

問6～問7

問1～問5

１．調査の概要　
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調査結果まとめ

「お住まいの地域に対する意識」について

ほぼすべての人が
住み心地を肯定的にとらえている
住み心地について肯定的な回答をしている人は
90.8％おり、その理由は「交通の便」26.4％、「景
観・環境」23.4％、「買い物の利便性」16.5％が上
位３つとなっている。

70％を超える人が
地域に対して関心を持っている
地域に対して関心がある人は73％おり、性別で比
較すると女性で割合が多く、年代で比較すると年
代が上がるほど多くなる傾向がある。関心を持つ
動機には「住み心地が良い」、「今後も住み続けた
い」が特に多くみられる一方、関心がない理由とし
ては「地域の人の関わり」や「地域の活動等への
参加」が影響している。

地域の情報は半数以上が
市の広報紙から入手している
地域の情報の入手方法としては、「市の広報紙」と
する回答者が60％と最も多く、「どこからも得てい
ない」とする回答者は8.9％となっている。「どこか
らも得ていない」とする回答者は、性別で比較する
と女性に比べて男性で多く、年代別で比較すると
20歳代で最も多く、年代が上がるにつれて割合は
少なくなる傾向にある。

生活の中で気になることとして、
防犯、環境衛生、交通安全の割合が高い
身近な生活の中で気になることとしては、上位には
「夜道の暗さや治安など防犯に関すること」15.1％、
「ゴミ出しやポイ捨て、リサイクルなど環境衛生に
関すること」13.9％、「迷惑駐車や駐輪、歩道や通学
路など交通安全に関すること」13.8％が並ぶ。

２－２ 調査結果要約

芦屋市では、「市民参画・協働による住みよいまち
づくり」を目指すために、『第2次芦屋市市民参画
協働推進計画』（平成26年）を定めている。「市民
参画」とは、市民が市政に参加する意思を反映さ
せることを目的として市の施策の企画・実施・評価
の過程に関わることをいい、「協働」とは、市民や
市がそれぞれの役割や責務を自覚しながら互い
に尊重・補完・協力をすることを意味している。
すべての市民が市や地域をより良くする過程に関
わることができる手段として、「考える」「情報を通
わせる」「仕組みや制度を作る」「事業を行う」など
の「まちづくり」に取り組む機会を持つことができ
るよう、情報発信や環境整備について「そだつ」
「つながる」「すすむ」「ささえる」という指標を掲
げ、市全体として市民参画協働の取組みを実施し
てきた。
そして、今回の調査では、市民が自分たちのまち
に愛着を持ち、積極的に地域へ関わっていくため
に「住んでいる地域に対する意識」「地域の人との
つながり」「地域での活動との関わり」の３つを重
要な要素と設定し、市民参画協働推進に関する市
民の意識調査を行った。
本章では、今回の調査結果の要約を掲載するとと
もに、そこから見えてきた２つのキーワード「人、活
動、情報をつなげるための仕組みづくり」「新しい
まちづくり人材の発掘、育成」、そして、『第2次芦屋
市市民参画協働推進計画』で設定した目標値の
達成状況について記載する。
※なお、「１－４．報告書の見方」に記載の通り、若
者の定義は10～30歳代とする。

２－1 調査結果まとめ概要

（問6,7)

（問8,9)

（問11)

（問12)
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地域の活動について

「地域の人とのつながり」について

80%以上の人が、地域の人と日常的に
挨拶を交わす以上の関わりがある
地域の人との関わりの程度は、「近所の人の顔が
わかり、会えば挨拶する」とする割合が最も多く
（62.2％）、「全くつきあいがない」は9.1％となって
いる。「全くつきあいがない」とする回答は、男性で
30歳代が33.3％と最も多く、女性で20歳代が
21.6％となっており、男女ともに、40歳代以上では
比較的割合が少なくなっている。

地域の人とお互いに気持ちよく
過ごしたいという思いを持つ人が多い
関わりの程度に影響する要素としてポジティブな
理由は「お互いに気持ちよく過ごしたい」が33.7％
と特に多く、続いて「災害や病気など、いざという
時に助け合いたい」が18.9％となっている。一方、
ネガティブな理由としては「忙しく、関わっている時
間が無い」が8.6％と最も多く、続いて「きっかけが
ない」7.3％、「特に理由はない」6.5％となっている。

ほぼすべての人が、地域の人との
関わりを必要だと感じている
地域の人との関わりの要否については、必要とす
る回答者は90.3％、不要は6.7％であり、大半が関
わりを必要と答えている。その理由として、「お互い
に気持ちよく過ごしたい」が38.8％と特に多く、続い
て「災害や病気など、いざという時に助け合いた
い」が38.1％となっている。ネガティブな理由として
は「きっかけがない」が2.8％で最も多くなっている。

「地域での活動との関わり」について

半数以上が地域の活動に参加しておらず、
活動団体への所属率も低い
活動へ少なくとも年1回参加している人は35.9％、
「全く参加していない」割合は59.8％となっており、
半数以上が参加していない。参加している活動の
上位には「地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文
化・芸術に関すること」22.7％、「ゴミ出しやポイ捨
て、リサイクルなど環境衛生に関すること」18.3％、
「健康づくりやスポーツに関すること」13.6％が並
ぶ。活動への参加有無は、興味の有無や一緒に参
加する仲間の有無が影響する。また、活動に関する
情報の有無や時間的負担は、参加動機にはならな
いが不参加動機にはなっている。
活動団体への所属状況は、「どれにも所属してい
ない」が最も多く（38.4％）、男女とも20歳代前後で
多い傾向がある。

約半数が今後、
地域の活動への参加意向がある
活動への今後の参加意向は、49.3％がある一方、
22.4％で参加意向がなく、「どちらでもない」は25％
を占める。今後参加したい活動の上位には「健康づ
くりやスポーツに関すること」14.1％、「地域行事や
祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること」
11.8％と自身の興味に基づくものが並び、現在参
加している活動との相関関係はある程度みられる。

情報提供や地域への住民の関心を
高めることを求める声が多い

身近な生活の中で必要に思うこととしては、上位
には「地域の細やかな情報が提供されること」
18.1％、「住民一人ひとりが地域に対する関心を
高めること」17.6％が並ぶ。

２．調査結果まとめ

地域にとらわれない活動について

活動の情報は
友人・知人から得る人が多い
活動情報の取得方法については、「友人・知人」と
する回答が最も多く32.9％を占め、次いで「チラ
シ・ポスター」19.6％、「情報コーナーや掲示板」
9.6％、「雑誌・広報誌」9.2％となっている。

約40％の人が
今後の活動への参加意向がある
活動への今後の参加意向は、42.8％がある一方で、
23.3％が参加意向がない。「どちらでもない」は
24.3％となっている。参加してみたい活動には、「ス
ポーツ（フィットネス・ダンスを含む）」10.7％、「健康・
福祉」7.8％、「具体的な活動内容はまだ考えていな
い」6.9％が上位に並ぶ。現在参加している／今後参
加したい活動の１位はスポーツで共通である。現在
参加していないものの、「文化・伝統」に興味がある
人が、男性40歳代～70歳代以上でみられる。（約8～
9％）

半数以上が活動に参加しておらず、
参加有無は興味の有無が影響する
少なくとも年1回活動へ参加している人は34.5％、
「全く参加していない」割合は57.5％となっており、
半数以上が参加していない。参加している活動の種
類は、「スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）」が
17.9％と最も多く、次いで「子ども・教育」8.9％、「交
流・コミュニケーション」7.7％となっている。活動へ
の参加有無は、興味の有無が影響しており、情報の
有無や時間的負担は、参加動機にはならないが、不
参加動機にはなっている。また、体力面での負担と
人のつながりは参加動機になりうるが不参加動機
にはなっていない。

「市民参画協働施策に対する意識・行動」について

行政に求めるものとして、情報を得る機会や
相談できる機会が特に多い
行政に求める機会については、回答の多い順に、
「市民が地域社会への関心を高めるための情報を
得る機会（地域住民の意識啓発）」29.7％、「市民
が地域での活動について行政に相談できる機会
（負担や不安の解消）」23.6％、「市民間の交流を
促進する機会」18.9％、「研修や学習会など人材育
成・スキルアップの場」17.2％、「その他」2％となっ
ている。
行政からの市政に関する情報提供の充足度につ
いては、29％が情報提供はある程度できていると
感じている一方、できていないと感じている割合
は25％となっている。「どちらでもない」は41.4％
と、最も回答が多くなっている。

70％の人がリードあしやについて
知らないと回答している
リードあしやの認知度については、回答が多いも
のから順に「知らない」70％、「知っているが、行っ
たことがない」21.5％、「知っており、1、2回行った
ことがある」3.7％、「知っており、何度も行ったこと
がある」2.9％となっている。「知らない」とする回答
は男女とも、20歳代が最も多くなっている。

70％以上の人がパブリックコメント制度を知らず、
認知度の成果目標に達していない
パブリックコメント制度の認知度については、回答
が多いものから順に「知らない」75.4％、「知ってい
るが、意見を提出したことがない」19.6％、「知って
おり、意見を提出したことがある」0.8％となってい
る。「知らない」とする回答は、男性では若い年代ほ
ど多い傾向にあり、女性では50歳代（86.5％）、60
歳代（80.5％）も多くなっている。

（問13)

（問18,19,20,21,24)

（問27,28,30,31)

（問14)

（問15)

（問25,26)

（問29)

（問34,35)

（問36-1)

（問36-2)

（問32,33)

（問22,23)（問16,17)

活動を行う機会・場所や、
活動の参加者不足を感じている人が多い
また、地域で活動を行う機会・場所については、
26.6％があると感じている一方、ないと感じている
割合は31.8％となっている。さらに、活動に参加する
人については、16.1％がいると感じている一方で、
43.1％が不十分であると感じている。
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市民の声を市政に届ける機会が
十分でないと感じている市民が多い
市民の声を市政に届ける機会の充足度について
は、機会があると感じている人は16.3％であり、
「あまりそう思わない」は33.9%、「そう思わない」
は11.1%となっている。「どちらでもない」とする回
答は35.2％となっており、機会がないという回答
に次いで多くなっている。

60％以上の人が、
市民参画協働を必要に感じている
市民参画協働の要否については、62.6％が必要
だと感じている一方、6.8％が必要がないと感じて
いる。「どちらでもない」とする回答は23.7％となっ
ており、必要だとする回答に次いで多くなってい
る。必要だと思う理由の上位には、「個別地域の課
題解決や多様な市民ニーズに対応するため」
27％、「市民、行政それぞれでは解決が難しい課
題に対応するため」22.4％、「互いに協働する方が
施策が円滑に実施されるため」18.5％が並ぶ。一
方、不要だと思う理由は、「時間や手間がかかり非
効率だから」14.9％、「事業に対する責任の所在が
はっきりしないから」14.9％、「公的な事業は市が
行うべきだから」14.2％となっている。

２－3
人、活動、情報をつなげる
ための仕組みづくりについて

２．調査結果まとめ　

人とのつながりに関しては、問14（関りの現状につ
いて）で、挨拶を交わす程度の関わりがあると答え
た人が60％を超えており、問16（関りの要否につい
て）によると90％以上の人が、地域の人との関わり
を必要だと考えている。このことから、人とのつなが
りを必要に感じて実際に関わりを持てている人が
一定数いる一方で、1/3程の人は必要だと感じなが
らも実際には関わりを持っていないことがわかる。
人とのつながりが必要だと考える理由として、「お
互いに気持ちよく過ごしたい」「災害や病気など、
いざという時に助け合いたい」がともに約38％と特
に多くなっていることから、関わりの程度や関わり
方に幅を持たせることや、災害や病気の際に地域
の人のつながりがセーフティネットとして機能する
ことが求められている。

問11（地域情報の取得方法について）にみられる
ように、地域の情報は主に市の広報紙を介して取
得されている。地域の情報が届いていないのは若
い年代ほど多く、問8（地域への興味の程度）で地
域へ関心を持っている人が70％以上いる中で、若
い年代ほど興味は少なくなる。
このことから、問10（地域に関心が無い理由につ
いて）で地域の人との関わりの有無や活動等への
参加有無が影響しているという結果が出ているこ
とに加えて、情報の有無についても、地域に対する
興味の有無に関係していると思われる。
地域の掲示板や情報コーナーでの情報取得の
ニーズが少なからずあることを踏まえ、これまでの
紙媒体での情報基盤を充実しつつも、若い年代に
身近なSNSやインターネットにおける情報発信や、
情報そのものに興味を持つきっかけづくりが必要
と思われる。

人と人とのつながりのニーズ

地域情報の入手についての現状と課題

また、問34（市民参画協働において行政に求める
機会について）で「市民が地域社会への関心を高
めるための情報を得る機会（地域住民の意識啓
発）」が約30％と最も多い回答を得ている。問13
（身近な生活で必要に思うことについて）の上位
回答が「住民一人ひとりが地域に対する関心を高
めること」や「地域の細やかな情報が提供されるこ
と」となっていることを踏まえると、行政から情報提
供だけではなく、地域内の情報共有を図る活動が
必要である。
さらに、問34で行政に求める機会について「市民
が地域での活動について行政に相談できる機会
（負担や不安の解消）」が2番目に多い23.6％の回
答を得ている。また、問37（市政に対して市民の声
を届ける機会の充足度について）では、「どちらで
もない」または不十分さを感じている割合が多い
結果となったが「リードあしや」や「パブリックコメ
ント」の認知度が低いこともあり、既存の制度の周
知や実施方法の工夫が必要であると考える。

問18、27（地域での活動や地域にとらわれない活
動への参加状況について）によると、「全く参加し
ていない」とする割合がともに57％を超えており、
半数以上が活動に参加していない状況にある。特
に若い年代で活動への参加率は少なくなってい
る。また、「特に理由はない」が参加していない、と
いう回答も多くみられ、そうした人が活動とのつな
がりを持てることが必要になってくると思われる。
問12（身近な生活の中で気になることについて）、
問19、28（参加している活動の種類について）、問
20、30（活動への参加理由について）、問21、31
（活動への不参加理由について）等に注目すると、
地域で気になっていることがそのまま参加してい
る活動の内容に直結しているわけではないとみら
れ、活動への参加に大きく影響する要素は、その
活動への興味の有無となっている。さらにこれは

地域の活動に限らず、地域にとらわれない活動に
おいても、活動への参加有無は興味の有無や一
緒に参加する仲間の有無が影響している。また、
情報の有無や時間的負担は、参加動機にはなら
ないが、不参加動機にはなっている。
問29（活動の情報の取得方法について）によると、
人と人のつながりをきっかけとした活動への参加
もみられ、知人・友人など人からの情報の有無が
影響していると考えられることから、強制力のない
環境で、すでに活動に参加している人や活動につ
ながりを持っている人を起点として、活動を行う人
口を増やしていくことも考えられる。
また、問22、32（今後の活動への参加意向につい
て）によると約40～50％の人が活動の参加に前向
きな回答をしている。問23、33（今後参加してみた
い活動の種類について）にみられるように、健康
やスポーツなど、自身の興味に基づくものが参加
してみたい活動としてあがっているが、「具体的な
活動内容はまだ考えていない」とする回答もある
程度あり、そうした中間層に対して興味を掻き立
てるような活動のバリエーションが求められると
思われる。

以上のことから、市民参画協働を推進していくに
あたり、市民が自分たちの地域により愛着を持ち、
積極的に地域へ関わっていくためには、地域に住
む人とその地域の人や活動、それらに関しての情
報をつなげていくための仕組みづくりが必要であ
る。さらに、地域に対して関心のある人が多いが関
わるきっかけが少ないという状況も踏まえると、活
動に参加しやすい環境（特にさまざまな興味に応
えることができ、強制力の無いゆるやかな活動環
境）を整備しつつ、人が人を呼ぶような、活動情報
の発信の工夫が必要となると考えられる。

双方向からの情報発信のニーズ

人と活動のつながりの現状と課題

（問37)

（問38,39,40)
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目標値

問35

問37

前回

目標値

今回

前回

今
回

25%

20%

18%

目標値

今回

前回

25%

29%

16.4%

16.6%

25%

16.1%

17.6%

２－4
新しいまちづくり人材の
発掘、育成について

２．調査結果まとめ　

＜すすむ＞に関する指標について

パブリックコメント制度を知っている割合は、前回
調査時には18％だったが、今回調査では制度のこ
とを知っているという回答は20.4％であり（実際に
制度を利用したことがあるという人は0.8％）、前回
の結果よりも上回ってはいるが、成果目標25％に
対して低い結果となっている。ただし、男性60歳
代、70歳代以上ではその値が25％を超えている。
以前より制度の認知度に改善はみられるものの、
引き続きの理解・周知を進める必要があると思わ
れる。

＜つながる＞に関する指標について

『第２次芦屋市市芦屋市民参画協働推進計画』に
おける指標である「市民と市が協力し合って市内
や地域の課題解決に取り組む機会」の項目につ
いては、今回は課題把握のためより詳細に調査す
ることを目的に、「市政に関する行政からの情報
提供の程度（問35）」と「市政に対して市民の声を
届ける機会の程度（問37）」の2項目に分けて設問
している。結果は、情報提供の機会について約
29％がある程度できていると感じており、意見を
伝える機会は約16％が声を届ける機会があると
感じている。
このことから、「課題解決に取り組む機会」の目標
値である25％に対し前回調査結果が約17％であ
ることを踏まえると、情報提供はある程度できてい
るが、声を届ける機会については引き続き取り組
みについて検討することが求められる。

前回調査（平成26年度）と今回調査の結果を比較
し、市民参画協働施策に対する市民の意識や行動
について分析を行う。『第2次芦屋市市民参画協働
推進計画』に定められた、平成31年度末までに達
成すべき目標値「成果目標（指標）」を踏まえ、市民
意識調査に関連する3つの観点「＜そだつ＞に関す
る指標」、「＜つながる＞に関する指標」、「＜すすむ
＞に関する指標」で比較分析を行うこととする。

＜そだつ＞に関する指標について

「市民活動や地域活動に取り組む人材が市民の
間に育っている」と考える割合は、前回調査時には
17.6％だったが、今回調査では、問26（活動に参
加する人が十分にいると思いますか。）において
「そう思う」「少しはそう思う」と考える割合は
16.1％となっている。成果目標25％に対して、低い
数値となっているが、前回調査時に「わからない」
とする回答が53.3％であったことと比べ、今回で
は「どちらでもない」と答えた割合が31.7％となっ
ており、活動の参加に対する意識は高まってきて
いると思われる。

２－５
市民参画協働施策に
ついて（前回調査比較）

地域の活動を行う人材不足の現状と課題

将来を担う人物像の設定とアプローチの必要性

問24（所属している地域の活動団体について）に
みられるように、いずれの活動団体にも所属して
いない人が最も多く、1/3程度となっている。特に
若い年代でその傾向は強い。また、問26（活動に
参加する人の充足度について）で、不十分だと感
じている人が約40％、「どちらでもない」と感じて
いる人が約30％みられる。
活動に参加する人が十分にいないとする回答と、
活動への参加有無は相関があまりみられないが、
参加者の充足度を「どちらでもない」と答えた人
は、地域の活動団体に所属していない人（男性20
歳代、女性30歳代）の回答が多い。
これらのことから、高齢化で活動する人が減少方
向にあることを踏まえても、若者が次世代の活動
をしていく必要はあると考えられ、そのためには前
述の、地域や地域での取り組みに興味を持つきっ
かけや、地域のそうした情報とのつながりを、若者
に対して拡充していくことが大切であると思われ
る。

問25（活動を行う機会・場所の充足度について）に
おいて、機会や場所がないと感じている割合が
30％程度となっており、活動を支える場所や機会の
必要性は高い。「どちらでもない」という回答が20歳
代で特に多くなっていることを踏まえると、活動する
人材の発掘・育成に加えて、活動を支える場所や機
会の充実と、活用できる場や機会についての情報
が、広く市民に周知される必要があると考えられる。
また、地域の活動や課題解決をする人について、単
に「人がいない」とするのではなく、具体的な人材像
の構築とその育成や、活動に参加しようと思える環
境づくりも含めた若い年代へのアプローチを進め
る必要があると思われる。

10 ２－４．新しいまちづくり人材の発掘、育成について　／　２－５．市民参画協働施策について（前回調査比較） 11２－５．市民参画協働施策について（前回調査比較）



問1 あなたが思われる性別は。 SA／n=889

問2 あなたの年齢は。 SA／n=889

調 査 結 果

1人
0.1

96人
10.8

63人
7.1

62人
7.0

72人
8.1

36人
4.0

38人
4.3

16人
1.8

3人
0.3 

134人
15.1 

87人
9.8 

89人
10.0 

92人
10.3 

48人
5.4 

37人
4.2 

6人
0.7 

0 10 2001020

無回答

70歳代

60歳代

50歳代

40歳代

30歳代

20歳代

10歳代

％男性 女性

43.2%
男性
384人

55.8%
女性
496人

0.9%
無回答
8人

0.1%
自認の性
1人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.5%
10歳代
22人

8.4%
20歳代
75人

9.4%
30歳代
84人

18.7%
40歳代
166人

17.0%
50歳代
151人

17.1%
60歳代
152人

26.2%
70歳代以上
233人

0.7%
無回答
6人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性別　×　年齢
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3

12

16

17

22

3

6

8

3

27

8

6

4

16

9

27

14

41

21

9

17

14

24

11

12

57

5

10

6

6

4

5

6

7

25

12

25

25

38

14

16

13

19

25

32

22

29

29

6

8

10

5

8

3

35

6

13

9

631.  公光町

32.  川西町

33.  津知町

34.  打出町

35.  南宮町

36.  若宮町

37.  宮川町

38.  竹園町

39.  精道町

40.  浜芦屋町

41.  平田北町

42.  大東町

43.  浜町

44.  西蔵町

45.  呉川町

46.  伊勢町

47.  松浜町

48.  平田町

49.  新浜町

50.  浜風町

51.  高浜町

52.  若葉町

53.  緑町

54.  潮見町

55.  陽光町

56.  海洋町

57.  南浜町

58.  涼風町

無回答

住まいの町

1.   奥山

2.   奥池町

3.   奥池南町

4.   六麗荘町

5.   朝日ケ丘町

6.   山手町

7.   山芦屋町

8.   岩園町

9.   東山町

10.  東芦屋町

11.  西山町

12.  三条町

13.  翠ケ丘町

14.  親王塚町

15.  大原町

16.  船戸町

17.  松ノ内町

18.  月若町

19.  西芦屋町

20.  三条南町

21.  楠町

22.  上宮川町

23.  業平町

24.  前田町

25.  清水町

26.  春日町

27.  打出小槌町

28.  宮塚町

29.  茶屋之町

30.  大桝町

5.7%
営業主・会社経営
51人

3.5%
個人事業主
（弁護士・開業医・フリーランスなど）
31人

11.6%
派遣職員・アルバイト・
パートなど
103人

1.7%
無職
（年金生活者を除く）
15人

0.6%
無回答
5人

0.8%
家業手伝い（農林漁業を含む）
7人

2.9%
公務員
26人

6.0%
学生
53人

2.7%
その他
24人

27.2%
正社員・正職員などの常勤
242人

16.8%
専業主婦・主夫
149人

20.6%
無職（年金生活者）
183人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.9%
3年未満
44人

9.3%
5年以上10年未満
83人

13.5%
15年以上20年未満
120人

3.6%
3年以上5年未満
32人

10.1%
10年以上15年未満
90人

58.2%
20年以上
517人

0.3%
無回答
3人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
回答数 住まいの町 回答数

3．調査結果

問3 あなたのお住まいの町は。 SA／n=889 問4 あなたは芦屋市内に通算で何年住んでいますか。 SA／n=889

問5 あなたの職業をおたずねします。複数の職業に
ついている場合は、主なものを１つ選んでください。 SA／n=889
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5.3%
どちらでもない
47人

2.2%
あまり良くない
20人

0.8%
良くない
7人

0.9%
無回答
8人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
42.1%

42.4%

42.1%

12.5%

47.4%

50.0%

51.4%

51.6%

31.7%

36.5%

66.7%

51.4%

39.6%

46.7%

39.3%

26.4%

47.0%

48.7%

49.5%

48.4%

68.8%

44.7%

41.7%

43.1%

45.2%

57.1%

54.2%

33.3%

32.4%

50.0%

42.4%

57.3%

65.5%

41.0%

5.3%

4.7%

5.4%

12.5%

2.6%

8.3%

2.8%

7.9%

5.2%

13.5%

6.3%

6.5% 4.3%

1.1%

5.7%

5.2%

2.2%

2.3%

2.2%

6.3%

5.3%

1.4%

1.6%

1.6%

3.1%

2.1%

1.1%

1.1%

3.0%

0.8%

0.5%

1.0%

1.4%

1.6%

2.1%

1.1%

2.2%

0.9%

0.5%

0.8%

1.6%

1.0%

2.7%

1.1%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

良い まあ良い どちらでもない あまり良くない 良くない 無回答

42.1%
良い
374人

48.7%
まあ良い
433人

性・年齢別

・男性、女性ともに「良い」「まあ良い」と回答した割合は全体と大きな差はみられない。
・年代別にみても、「良い」「まあ良い」と回答した割合は全体と大きな差はみられない。
・男女とも50歳代に向かうにつれ、住み心地をポジティブに感じる割合が高くなっていく。一方で、60
歳代、70歳代以上ではポジティブに感じる割合は減少傾向にある。

3．調査結果

・住み心地を「良い」「まあ良い」とする回答者は90.8％であり、「良くない」「あまりよくない」とする回
答者は3％となっていることから、大部分の回答者が住み心地に対してよい印象を持っている。

全体

問6 住み心地をどう感じていますか。 SA／n=889

16 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 17３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



581人

514人

364人

156人

155人

110人

99人

97人

37人

29人

23人

18人

11人

7人

0 100 200 300 400 500 600 700

13.その他（具体的に）

7.バリアフリー

2.交通の便

8.景観・環境

4.買い物の利便性

3.医療機関の利便性

6.犯罪のおそれ

10.人間関係

1.教育・学習施設の利便性

11.余暇を楽しめる場所

5.災害に対する備え

9.歴史・伝統

12.余暇を楽しめる活動

無回答

1.教育・学習施設の利便性 2.交通の便 3.医療機関の利便性 4.買い物の利便性

5.災害に対する備え 6.犯罪のおそれ 7.バリアフリー 8.景観・環境

13.その他（具体的に） 無回答
11.余暇を楽しめる場所 12.余暇を楽しめる活動9.歴史・伝統 10.人間関係

4.5%

4.6%

4.5%

2.7%

2.5%

5.8%

9.9%

3.1%

2.5%

3.5%

7.7%

6.2%

5.7%

9.9%

3.5%

2.9%

1.7%

26.4%

27.1%

25.8%

50.0%

21.6%

32.1%

26.7%

25.4%

28.3%

28.0%

26.0%

38.5%

27.8%

30.1%

25.2%

27.5%

23.4%

24.1%

50.0%

7.1%

6.8%

7.4%

2.7%

2.5%

5.8%

3.9%

10.1%

5.6%

10.4%

23.1%

8.2%

4.9%

2.7%

5.2%

7.2%

12.0%

16.5%

14.6%

18.0%

13.5%

13.6%

7.0%

12.2%

13.2%

18.6%

17.7%

7.7%

17.5%

10.6%

11.7%

17.9%

21.5%

23.5%

1.7%

1.7%

1.7%

2.3%

1.9%

2.5%

3.0%

0.8%

2.3%

1.7%

1.0%

2.6%

7.0%

7.8%

6.5%

13.5%

9.9%

12.8%

10.5%

6.3%

7.5%

3.5%

13.4%

12.2%

8.1%

9.2%
3.8%

1.1%

0.8%

0.4%

1.1%

1.2%

1.6%
0.9%

0.4%

1.0%

2.0%

23.4%

24.1%

22.8%

50.0%

21.6%

21.0%

25.6%

24.9%

26.4%

23.0%

23.8%

23.1%

22.7%

22.0%

29.3%

22.7%

24.9%

17.8%

50.0%

1.0%

1.4%

0.8%

1.2%
1.2%

1.7%

1.3%

2.5%

0.9%

2.7%

0.4%

0.9%

5.0%

4.4%

5.5%

5.4%

8.6%

3.5%

3.9%

3.8%

3.7%
4.3%

5.7% 4.9%
3.2%

5.7%

7.7%

7.2% 3.7%

4.4%

5.1%

3.9%

13.5%

4.9%

8.1%

7.2%
3.8%

3.1%

3.5%

1.0%

3.6%

3.1%

5.7%

0.5%

0.4%

0.6%

2.7%

0.6%

0.9%

1.0%

0.8%

1.4%

1.3%

1.5%

1.2%

2.7%

3.7%

0.6%

1.3%

1.9%

1.7%

2.1%

0.8%

0.5%

2.2%

1.0%

1.1%

0.3%

0.1%

0.3%

1.2%

0.4%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

性・年齢別

・「医療機関の利便性」と回答した割合は、男女ともに、年代が上がるにつれて多くなる傾向にある
が、女性においては10歳代（23.1％）も比較的多くなっている。
・「交通の便」と回答した割合は、男性では20歳代が最も多く（32.1％）、50歳代（28.3％）、60歳代
（28％）が続く。女性では年代が低いほど割合が高くなる傾向がみられる。
・「買い物の利便性」と回答した割合は、男女とも、年代が上がるにつれて増加傾向にある。

・住み心地の判断に影響している要素として、「交通の便」26.4％、「景観・環境」23.4％、「買い物の利
便性」16.5％が上位３つとなっている。

全体

問7 問６のように感じる理由は何ですか。 ML3／n=889

3．調査結果

18 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 19３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



15.2%
1.かなり関心がある
135人

57.8%
2.ある程度関心がある
514人

17.9%
3.どちらでもない
159人

4.6%
4.あまり関心がない
41人

1.1%
5.全く関心がない
10人

3.4%
無回答
30人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15.2%

20.6%

11.1%

6.3%

15.8%

22.2%

30.6%

17.7%

15.9%

21.9%

5.4%

14.6%

9.8%

10.1%

6.9%

14.9%

57.8%

51.8%

63.1%

31.3%

44.7%

47.2%

48.6%

53.2%

57.1%

57.3%

83.3%

54.1%

52.1%

62.0%

65.2%

69.0%

65.7%

17.9%

17.4%

17.9%

37.5%

21.1%

19.4%

13.9%

19.4%

15.9%

14.6%

16.7%

27.0%

25.0%

19.6%

20.2%

19.5%

9.7%

4.6%

6.0%

3.6%

25.0%

13.2%

2.8%

5.6%

6.5%

6.3%
1.0%

10.8%

6.3%

4.3%

2.2%

2.3%

2.2%

1.1%

1.0%

1.2%

2.8%

1.4%

3.2%

2.1%

1.1%

1.1%

1.5%

3.4%

3.1%

3.0%

5.3%

5.6%

3.2%
1.6%

5.2%

2.7%

3.3%
1.1%

1.1%1.1%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

1.かなり関心がある 2.ある程度関心がある 3.どちらでもない 4.あまり関心がない 5.全く関心がない 無回答

性・年齢別

・男女別にみると、「かなり関心がある」とする回答は男性で20.6％、女性で11.1％となっている。また、
「ある程度関心がある」割合も含めると、男性が72.4％であるのに対し、女性では74.2％となっており、
女性の方が地域に対する関心が少し高くなっている。
・年代別では、男性は年代が上がるにつれて関心を持つ割合が高くなる。女性でも比較的同様の傾向
にある。
・70%以上が関心を持つ全体傾向と比べると、男女とも20歳代～30歳代では割合が少なくなってい
る。

・「かなり関心がある」「ある程度関心がある」とする回答者は73％、「あまり関心がない」「全く関心が
ない」割合が5.7％であり、大半が地域のことに興味がある。

全体

問8 お住まいの地域にどの程度関心がありますか。 SA／n=889

3．調査結果

20 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 21３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



400人

337人

228人

225人

130人

84人

75人

61人

36人

8人

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450
8.住み心地が良い

9.今後も住み続けたい

6.地域に愛着がある

1.地域で過ごす時間が多くある

3.地域のことを知りたいと思う

4.地域の人との関わりがある

7.帰属意識がある（故郷である）

5.地域の活動やイベントに参加している

2.地域のことをよく知っている

無回答

14.2%

13.2%

15.0%

13.0%

11.5%

6.0%

8.8%

19.4%

19.6%

5.7%

9.8%

11.8%

15.7%

15.2%

20.3%

2.3%

2.3%

2.3%

1.9%

1.6%

0.8%

3.5%

1.0%

3.9%

8.3%

1.9%

2.4%

3.3%

1.3%

1.8%

2.4%

8.2%

9.9%

7.1%

14.3%

9.3%

11.5%

15.0%

10.6%

9.7%

5.0%

8.3%

18.9%

4.9%

5.9%

9.8%

9.8%

3.4%

5.3%

4.7%

5.8%

5.6%

4.9%

4.5%

4.4%

4.9%

5.0%

8.3%

3.7%

2.6%

7.2%

6.7%

7.6%

3.9%

3.8%

3.9%

3.7%

8.2%

5.3%

1.8%

3.9%

2.8%

8.3%

2.4%

3.9%

1.3%

3.0%

6.9%

14.4%

13.1%

15.2%

28.6%

9.3%

8.2%

15.0%

15.9%

12.6%

11.7%

16.7%

17.0%

20.7%

17.1%

17.6%

14.0%

11.7%

4.7%

4.6%

4.9%

14.3%

9.3%

4.9%

6.8%

3.5%

1.9%

2.8%

8.3%

7.5%

17.1%

9.9%

2.0%

0.6%

2.4%

25.3%

26.9%

24.0%

28.6%

33.3%

23.0%

27.1%

29.2%

24.3%

25.7%

25.0%

32.1%

23.2%

27.0%

23.5%

25.6%

20.3%

21.3%

21.1%

21.4%

14.3%

13.0%

26.2%

19.5%

22.1%

21.4%

22.9%

16.7%

17.0%

15.9%

18.4%

21.6%

23.2%

24.1%

0.5%

0.5%

0.3%

1.9%

1.0%

0.6%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.地域で過ごす時間が多くある 2.地域のことをよく知っている 3.地域のことを知りたいと思う 4.地域の人との関わりがある

5.地域の活動やイベントに参加している 6.地域に愛着がある 7.帰属意識がある（故郷である） 8.住み心地が良い

9.今後も住み続けたい 無回答

性・年齢別

・「住み心地が良い」とする回答は、男女ともに20歳代で約33％と全体に比べると多くなっている。　
・「今後も住み続けたい」とする回答は、全体と比べると男性30歳代で多くみられる。（26.2％）
・「地域で過ごす時間が多くある」とする回答は、男性では60歳代、70歳代以上、女性では70歳以上
が特に多くなっている。・地域に関心がある理由の上位には「住み心地が良い」25.3％、「今後も住み続けたい」21.3％が並

ぶ。続いて「地域に愛着がある」14.4％、「地域で過ごす時間が多くある」14.2％がほぼ同量となって
いる。
・「地域の人との関わりがある」5.3％、「地域の活動やイベントに参加している」3.9％となっており、地
域に関心を持つことに対してさほど影響を持たないと思われる。

全体

問9 関心がある理由は何ですか。 ML3／n=670

3．調査結果

22 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 23３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



101人

85人

54人

40人

40人

24人

19人

11人

10人

22人

0 20 40 60 80 100 120
4.地域の人との関わりが少ない

5.地域の活動やイベントに参加していない

1.地域で過ごす時間がほとんどない 

2.地域のことを知らない

7.帰属意識がない（故郷でないため）

3.地域のことを知りたいと思わない

6.地域に愛着がない

8.住み心地が悪い

9.今後住み続けたいと思わない

無回答

13.8%

17.2%

11.0%

100.0%

15.8%

13.6%

23.1%

10.3%

30.8%

17.1%

12.0%

10.0%

11.5%

4.4%

24.3%

10.5%

7.3%

100.0%

10.2%

8.3%

11.5%

5.3%

4.5%

7.7%

13.8%

11.5%

5.7%

8.0%

100.0%

10.0%

7.7%

17.8%

8.1%

10.5%

9.8%

6.1%

8.9%

4.1%

15.8%

18.2%

15.4%

3.8%

8.6%

8.0%

6.7%

3.8%

4.4%

8.1%

2.4%

25.8%

23.1%

28.4%

26.3%

22.7%

15.4%

27.6%

23.1%

20.0%

24.0%

23.3%

30.8%

33.3%

18.9%

31.6%

31.7%

21.7%

23.1%

21.1%

21.1%

18.2%

30.8%

27.6%

23.1%

17.1%

28.0%

13.3%

23.1%

17.8%

16.2%

26.3%

29.3%

4.8%

3.6%

6.0%

5.3%

4.5%

7.7%

2.9%

8.0%

3.3%

3.8%

6.7%

13.5%

5.3%

2.4%

10.2%

13.0%

8.3%

10.5%

9.1%

20.7%

7.7%

22.9%

8.0%

23.3%

11.5%

8.9%

5.4%

2.6%

2.4%

2.8%

0.6%

4.1%

2.9%

3.8%

4.4%

2.7%

7.9%

4.9%

2.6%

0.6%

4.1%

4.5%

10.0%

3.8%

2.2%

2.7%

5.3%

2.4%

2.0%

1.8%

1.4%

4.5%

2.9%

4.0%

7.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.地域で過ごす時間がほとんどない  2.地域のことを知らない   3.地域のことを知りたいと思わない   4.地域の人との関わりが少ない   

5.地域の活動やイベントに参加していない   6.地域に愛着がない   7.帰属意識がない（故郷でないため）  8.住み心地が悪い   

9.今後住み続けたいと思わない   無回答

性・年齢別

・「地域で過ごす時間がほとんどない」とする回答は、全体に比べると男性では30歳代、50歳代が多
く、女性では50歳代が特に多くなっている。
・「地域に愛着がない」とする回答は、女性50歳代が13.5％と特に多くなっている。一方で、男性40～
50歳代ではその割合は０となっている。
・「帰属意識がない」とする回答は、男性では13％、女性では8.3％と、男性が多くなっている。全体に
比べると男性では特に50歳代（20.7％）、60歳代（22.9％）に多く、女性においては、20歳代（23.3％）
以降は年代が上がるにつれ、割合が低くなっている。

・地域に関心がない理由の上位には「地域の人との関わりが少ない」25.8％、「地域の活動やイベント
に参加していない」21.7％が並ぶ。続いて、「地域で過ごす時間がほとんどない」17.2％、「地域のこ
とを知らない」10.2％、「帰属意識がない」10.2％となっている。
・回答が少ないのは、「今後住み続けたいと思わない」「住み心地が悪い」となっている。

全体

問10 関心が無い理由は何ですか。 ML3／n=227

3．調査結果

24 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 25３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



4.5%
4.チラシ・
ポスターなど
40人

7.8%
6.自治会だより
（自治会の回覧板）
69人

4.8%
8.隣人以外の
知人・友人
43人

1.8%
7.テレビ、ラジオ、
広報番組
16人

1.1%
9.市以外の
HP・SNS
10人

1.9%
無回答
17人

8.9%
10.どこからも
得ていない
79人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

60.0%

57.6%

61.9%

31.3%

23.7%

50.0%

61.1%

59.7%

68.3%

67.7%

66.7%

48.6%

39.6%

55.4%

67.4%

73.6%

67.2%

2.7%

3.9%
1.8%

5.3%

2.8%

8.3%

4.8%

1.6%

2.1%

16.7%

4.2%

5.4%
1.1%

3.7%

2.9%

4.4%

5.3%
2.8%

2.8%

6.5%
1.6%

1.0%

6.3%

5.4%

5.6%
1.1%

5.2%

4.5%

4.2%

4.6%

18.8%

5.3%

5.6%

4.2%

4.8%

3.1%

13.5%

4.2%

7.6%

5.6%

2.3%
1.5%

2.8%

1.6%

3.6%

1.6%

3.2%

3.1%

5.4%

4.2%
2.2%

1.1%

5.7%

4.5%

7.8%

7.3%

8.3%

5.3%

8.3%

6.9%

6.5%

6.3%

9.4%

4.2%

3.3%

11.2%

9.2%

12.7%

1.8%

2.3%

1.4%

12.5%

5.3%

2.8%

3.2%
1.6%

4.2%
1.1%

1.1%

2.2%

4.8%

5.7%

4.2%

18.8%

13.2%

11.1%

1.6%

6.3%

5.2%

2.7%

10.4%

6.5%

2.2%

3.4%

3.0%

1.1%

1.0%

1.2%

2.8%

1.6%

1.0%

5.4%

6.3%

1.1%

8.9%

12.2%

6.5%

12.5%

34.2%

19.4%

11.1%

11.3%

7.9%

5.2%

16.7%

24.3%

14.6%

9.8%

3.4%
2.3%

0.7%

1.9%

1.3%

2.0%

6.3%

2.6%

1.6%

2.1%

2.1%

3.3%

1.1%

1.1%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

1.市の広報紙 2.市のHP・SNS 3.隣人 4.チラシ・ポスターなど

5.市の情報コーナーや広報掲示板 6.自治会だより（自治会の回覧板） 7.テレビ、ラジオ、広報番組 8.隣人以外の知人・友人

9.市以外のHP・SNS 10.どこからも得ていない 無回答

60.0%
1.市の広報紙
533人

2.7%
2.市のHP・SNS
24人

3.7%
3.隣人
33人

2.8%
5.市の情報コーナー
や広報掲示板
25人

性・年齢別

・「市の広報紙」から情報を得ている割合は、年代が上がるにつれて多くなる傾向にある。男性10歳代、
20歳代ではその割合は特に少なくなっている。
・情報を「どこからも得ていない」と答えた割合は女性（6.5%）よりも男性（12.2％）の方が倍程度多くなっ
ている。
・情報を「どこからも得ていない」とする回答者は、男女ともに20歳代が最も多くなっている。年代が上が
るにつれて、その割合は少なくなる傾向にある。

・情報を「どこからも得ていない」とする回答者は8.9％となっている。
・「市の広報紙」とする回答者が60％と最も多く、次いで「自治会だより（自治会の回覧板）」が7.8％、
「チラシ・ポスターなど」が4.5％となっている。

全体

問11 地域の情報をどのように入手していますか。 SA/n=889

3．調査結果

26 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 27３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など
交通安全に関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、
リサイクルなど環境衛生に
関すること

3.看板や空き地の放置、
緑化や園芸など景観に
関すること

4.避難場所やルートなど
災害への備えに関すること

5.夜道の暗さや治安など
防犯に関すること

6.見守り・支援など
高齢者に関すること

7.見守り・支援など
障がい者に関すること

8.保育、学習支援など
教育や子育てに関すること

13.その他（具体的に） 無回答

11.健康づくりや
スポーツに関すること

12.地域の賑わいや
活気に関すること

9.地域行事や祭りなど、
地域の伝統や、文化・芸術に関すること

10.通訳や生活サポート、
交流など国際協力に関すること

13.8%

13.3%

14.1%

100.0%

9.7%

11.4%

18.7%

12.0%

13.2%

14.8%

12.3%

13.6%

17.1%

15.9%

18.1%

13.7%

10.2%

100.0%

13.9%

13.8%

14.1%

16.1%

7.1%

13.3%

13.9%

16.2%

16.1%

12.7%

16.7%

6.2%

13.5%

12.1%

16.6%

18.3%

13.3%

5.0%

5.3%

4.8%

6.5%

1.4%

4.0%

4.2%

6.6%

6.0%

6.4%

16.7%

6.2%

3.6%

3.4%

5.0%

5.6%

4.9%

10.5%

9.4%

11.4%

10.0%

2.7%

10.8%

12.5%

6.7%

11.8%

8.3%

12.3%

10.8%

10.6%

11.1%

9.6%

12.6%

15.1%

14.2%

15.8%

19.4%

18.6%

12.0%

12.7%

14.7%

16.8%

11.8%

25.0%

23.5%

17.1%

16.9%

21.1%

9.1%

12.6%

9.1%

6.7%

10.8%

3.2%

2.9%

2.7%

3.0%

6.6%

7.4%

12.7%

3.7%

4.5%

5.8%

7.0%

15.2%

19.3%

1.4%

1.4%

1.5%

3.2%
1.4%

2.7%

1.8%

1.3%
1.5%

1.2%

1.8%

0.5%

0.5%

2.0%

2.5%

6.9%

7.6%

6.6%

6.5%

11.4%

20.0%

12.0%

6.6%
2.7%

2.5%

8.3%

12.3%

13.5%

15.5%

3.0%
1.5%

1.8%

4.0%

5.4%

3.0%

9.7%

2.9%

5.3%

6.6%

5.9%

5.4%

4.4%

8.3%

6.2%

2.7%

2.9%
2.5%

3.0%

2.5%

1.0%

1.0%

1.0%

3.2%
2.9%

2.2%
0.7%

0.5%

8.3%
1.2%

0.9%

2.9%

0.5%

0.5%

7.3%

7.6%

7.1%

6.5%

12.9%

5.3%

4.8%

5.9%

9.4%

8.8%

6.2%

2.7%

5.8%

6.5%

10.7%

8.4%

7.2%

8.9%

5.9%

9.7%

4.3%

8.0%

12.0%

7.4%

9.4%

8.8%

8.3%

3.7%

8.1%

5.3%

5.5%

6.6%

6.0%

3.1%

4.1%

2.5%

3.2%

10.0%

2.7%

5.4%

2.2%

2.7%

3.9%

3.7%

3.6%
1.9%

2.0%

3.6%
1.8%

1.6%

1.3%

1.4%

3.2%

2.9%

2.7%

0.6%

0.7%

2.0%

0.5%

0.5%

0.5%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

293人

271人

268人

204人

176人

142人

139人

135人

98人

78人

61人

28人

19人

31人
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5.夜道の暗さや治安など防犯に関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、リサイクルなど環境衛生に関すること

1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など交通安全に関すること

4.避難場所やルートなど災害への備えに関すること

6.見守り・支援など高齢者に関すること

11.健康づくりやスポーツに関すること

12.地域の賑わいや活気に関すること

8.保育、学習支援など教育や子育てに関すること

3.看板や空き地の放置、緑化や園芸など景観に関すること

9.地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること

13.その他（具体的に）

7.見守り・支援など障がい者に関すること

10.通訳や生活サポート、交流など国際協力に関すること

無回答

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

性・年齢別

・回答の多かった上位4つについては、男女で大きな差は見られない。
・「夜道の暗さや治安など防犯に関すること」とする回答は、男女ともに他の年代に比べて10歳代～
20歳代の割合が多くなっている。
・「ゴミ出しやポイ捨て、リサイクルなど環境衛生に関すること」とする回答者は、男女とも20歳代では
その他の年代の約半数に減っている。
・「迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など交通安全に関すること」とする回答は、全体に比べると男性で
は30歳代が最も多く（18.7％）、女性では50歳代が最も多い（18.1％）。
・「地域の賑わいや活気に関すること」とする回答は、女性よりも男性で多くなっており、女性ではす
べての年代において5％前後の割合、男性では５～10％前後となっている。

・気になることの上位には「夜道の暗さや治安など防犯に関すること」15.1％、「ゴミ出しやポイ捨て、
リサイクルなど環境衛生に関すること」13.9％、「迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など交通安全に関
すること」13.8％が並ぶ。

全体

問12 身近な生活の中で気になることは何ですか。 ML3/n=889

3．調査結果

28 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 29３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



17.6%

17.1%

17.2%

17.2%

16.2%

10.1%

16.8%

15.7%

18.9%

19.8%

11.8%

19.4%

14.8%

16.2%

17.1%

20.7%

12.5%

11.7%

12.7%

6.9%

14.7%

8.7%

10.7%

10.4%

10.5%

14.5%

44.4%

13.2%

11.8%

13.1%

11.2%

12.6%

13.2%

13.1%

13.5%

12.2%

10.3%

11.8%

11.6%

14.1%

17.9%

14.7%

11.1%

11.8%

17.2%

14.2%

13.4%

9.0%

10.5%

6.7%

7.2%

6.1%

17.2%

7.4%

7.2%

6.7%

6.7%

7.7%

6.3%

5.9%

8.6%

5.1%

6.1%

6.5%

6.0%

8.1%

7.6%

8.2%

5.9%

8.7%

9.4%

8.2%

5.6%

8.2%

22.2%

5.9%

6.5%

9.1%

10.6%

6.0%

8.3%

7.2%

7.4%

6.6%

6.9%

7.4%

5.8%

6.7%

5.2%

6.3%

10.6%

1.5%

6.5%

5.7%

5.6%

8.5%

7.5%

4.2%

3.9%

4.3%

6.9%

5.9%

4.3%

2.0%

3.7%

5.6%

2.9%

5.9%

5.4%

5.7%

3.4%

5.5%

2.6%

10.6%

11.2%

9.6%

13.8%

11.8%

18.8%

12.1%

9.7%

8.4%

10.6%

11.1%

17.6%

7.5%

10.8%

7.3%

10.1%

9.0%

18.1%

16.4%

18.7%

100.0%

17.2%

14.7%

17.4%

18.1%

20.1%

17.5%

12.1%

22.2%

22.1%

12.9%

17.0%

24.0%

21.6%

15.8%

100.0%

1.8%

2.1%

1.3%

3.4%

2.9%

4.3%

2.0%

1.5%

3.5%
0.5%

2.9%

3.2%

1.7%

1.1%

1.0%
0.4%

1.9%

2.9%

1.5%

2.9%

1.3%

0.7%

1.4%

3.4%

1.5%

1.1%

2.8%

1.1%

2.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

320人

311人

232人

221人

187人

143人

128人

119人

74人

31人

47人

0 50 100 150 200 250 300 350

9.地域の細やかな情報が提供されること

1.住民一人ひとりが地域に対する関心を高めること

3.市民と市が協力し合って地域の課題解決に取り組む機会

2.趣味や教養などさまざまなことを学ぶ機会があること

8.住民の多くが参加できるイベントや活動が盛んになること

5.地域内で価値観の合う人と知り合える機会

6.地域の担い手の育成

4.地域の人同士で話し合える機会

7.地域で起こっている活動間の連携・協力

10.その他（具体的に）

無回答

全体

男性合計

女性合計

 自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.住民一人ひとりが地域に対する
関心を高めること

2.趣味や教養などさまざまな
ことを学ぶ機会があること

3.市民と市が協力し合って
地域の課題解決に
取り組む機会

4.地域の人同士で
話し合える機会

5.地域内で価値観の合う人と
知り合える機会

6.地域の担い手の育成 7.地域で起こっている
活動間の連携・協力

8.住民の多くが参加できる
イベントや活動が
盛んになること

9.地域の細やかな情報が
提供されること

10.その他（具体的に） 無回答

性・年齢別

・すべての選択肢について、男女間で大差は見られない。
・「住民一人ひとりが地域に対する関心を高めること」とする回答は、男女とも、年代が上がるにつれて多
くなる傾向にあるが、男性では10～20歳代、女性では30歳代がほかの年代に比べて多くなっている。
・「住民の多くが参加できるイベントや活動が盛んになること」とする回答は、男性30歳代、女性20歳代
で特に多くなっており、男女それぞれで、その他の年代の割合は同じ程度になっている。
・「地域内で価値観の合う人と知り合える機会」とする回答は、全体に比べると男性では特に20歳代、60
歳代が低く、女性では20歳代、60歳代が低い。
・「地域の担い手の育成」が必要とする割合は、男性70歳代以上が最も多く、女性でも60歳代、70歳代以
上が多くなっている。

・必要に思うことの上位には、「地域の細やかな情報が提供されること」18.1％、「住民一人ひとりが地
域に対する関心を高めること」17.6％が並ぶ。続いて「市民と市が協力し合って地域の課題解決に
取り組む機会」13.1％、「趣味や教養などさまざまなことを学ぶ機会があること」12.5％、「住民の多く
が参加できるイベントや活動が盛んになること」10.6％となっている。
・回答の割合が少ないのは、「地域で起こっている活動間の連携・協力」4％、「その他」1.8％となって
いる。

全体

問13 身近な生活の中で必要に思うことは何ですか。 ML3/n=889

3．調査結果

30 ３－２．「お住まいの地域に対する意識」について 31３－２．「お住まいの地域に対する意識」について



9.1%

5.7%

11.9%

18.8%

10.5%

2.8%

2.8%

3.2%

6.3%

6.3%

2.7%

12.5%

14.1%

4.5%

13.8%

15.7%

2.6%

2.3%

2.8%

2.6%

4.2%

3.2%

3.1%

1.1%

5.6%

3.4%

3.7%

10.3%

9.1%

11.3%

9.7%

11.3%

7.9%

16.7%

16.7%

2.1%

4.3%

12.4%

10.3%

21.6%

62.2%

63.3%

61.5%

68.8%

60.5%

61.1%

63.9%

71.0%

63.5%

59.4%

66.7%

64.9%

58.3%

63.0%

68.5%

65.5%

54.5%

5.8%

7.8%

4.4%

6.3%

10.5%

2.8%

5.6%

4.8%

9.5%

10.4%

16.7%

10.8%

12.5%

7.6%

2.2%

1.5%

9.1%

11.5%

7.3%

6.3%

15.8%

33.3%

13.9%

9.7%

9.5%

3.1%

21.6%

14.6%

8.7%

5.6%

5.7%
2.2%

0.8%

0.3%

0.8%

1.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

9.1%
1.お互いの家を行き来する付き合いがある
81人

2.6%
2.悩みを相談したり、
有事に協力し合える
23人

10.3%
3.日常的に
立ち話をする
92人

62.2%
4.近所の人の顔がわかり、
会えば挨拶する
553人

5.8%
5.近所の人の顔はわかるが、
会っても挨拶することはほとんどない
52人

9.1%
6.全くつきあいがない
81人

0.8%
無回答
7人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.お互いの家を行き来する
付き合いがある

2.悩みを相談したり、
有事に協力し合える

3.日常的に立ち話をする 4.近所の人の顔がわかり、
会えば挨拶する

5.近所の人の顔はわかるが、会っても
挨拶することはほとんどない

6.全くつきあいがない 無回答

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で差がみられるのは、「お互いの家を行き来する付き合いがある」「近所の人の顔はわかるが、
会っても挨拶することはほとんどない」「全くつきあいがない」であり、「お互いの家を行き来する付
き合いがある」とする回答は女性で11.9％と男性の約2倍になっている。
・「全くつきあいがない」とする回答は、男性で30歳代が33.3％と最も多く、女性では20歳代が21.6％
となっている。男女ともに、40歳代以上では比較的割合が少なくなっている。
・「お互いの家を行き来する付き合いがある」とする回答は、特に男性30歳代～50歳代の割合が約
３％と少なくなっている。女性では、30歳代以上では15％程度となっているが、50歳代のみ4.5％と著
しく低くなっている。
・「近所の人の顔はわかるが、会っても挨拶することはほとんどない」とする回答は、女性では年代が
上がるにつれて少なくなる傾向にあるが、男性では60歳代～70歳代以上においても20歳代と同じ
く約10％となっている。

・84.3%の人が地域の人と日常的に挨拶を交わす以上の関わりがあり、14.9%の人が挨拶を交わす
ことはなくつきあいがない。
・「近所の人の顔がわかり、会えば挨拶する」とする割合が最も多く、62.2％となっている。次いで「日
常的に立ち話をする」10.3％、「お互いの家を行き来する付き合いがある」9.1％、「全くつきあいがな
い」9.1％となっている。

全体

問14 お住まいの地域の人とどの程度の関わりがありますか。 SA/n=889

3．調査結果

32 ３－3．「地域の人とのつながり」について 33３－3．「地域の人とのつながり」について



524人

293人

133人

114人

101人

62人

61人

52人

49人

46人

33人

25人

17人

9人

9人

26人

0 100 200 300 400 500 600

4.お互いに気持ちよく過ごしたい

1.災害や病気など、いざという時に助け合いたい

8.忙しく、関わっている時間が無い

6.きっかけがない

15.特に理由はない

13.他人の関与を歓迎しない人が増えた

2.お祭りや運動会などの地域行事に参加している

3.一緒に活動を行っている

7.人を知らない

11.人間関係がわずらわしい

12.既存のコミュニティに入りづらい

5.避けられない

9.精神的に余裕がない

10.メリットがわからない

14.定住を考えていない

無回答

18.9%

16.7%

20.5%

18.5%

8.9%

3.5%

14.4%

18.8%

19.1%

22.8%

14.3%

9.8%

13.3%

13.5%

19.6%

23.5%

27.9%

3.9%

3.7%

4.1%

3.7%

3.6%
3.5%

3.8%

3.6%
1.8%

5.1%

4.8%

7.1%
1.3%

3.5%

5.3%

3.3%

2.0%

4.4%

1.8%

1.5%

1.8%

1.8%

3.8%

1.6%

3.6%

2.6%

4.4%

4.7%

6.5%

33.7%

31.5%

35.4%

33.3%

21.4%

22.8%

25.0%

30.4%

33.6%

43.0%

42.9%

27.9%

26.5%

31.0%

37.3%

38.2%

39.3%

1.6%

2.0%

1.4%

3.7%

1.8%

3.5%

1.5%

1.8%
3.2%

1.6%

2.4%

1.9%
1.3%

0.6%

1.2%

7.3%

9.2%

6.1%

14.8%

23.2%

15.8%

8.3%

7.1%

8.2%

3.8%

16.4%

10.8%

7.7%

5.1%

4.7%
2.8%

3.2%

4.4%

2.3%

3.7%

5.4%

7.0%

5.3%

6.3%

4.5%
1.3%

9.8%

1.2%

3.2%
2.5%

2.4%

8.6%

8.7%

8.3%

100.0%

7.4%

8.9%

12.3%

17.4%

8.9%

6.4%

1.9%

28.6%

18.0%

13.3%

9.0%

13.3%

5.9%

2.0%
100.0%

1.1%

1.1%

1.1%

1.8%

1.5%

1.8%

1.8%

2.4%

1.9%

1.3%

1.8%

0.6%

0.8%

0.5%

3.6%
1.8%

0.8%

0.9%

1.6%

1.2%

0.6%

0.6%

3.0%

4.1%

2.1%

3.7%

1.8%

5.3%

5.3%

4.5%

4.5%
2.5%

3.6%

6.5%

0.6%1.2%

2.1%
2.9%

1.6%

3.5%

7.6%
3.6%

1.8%

0.6%

3.3%

2.4%

1.3%

0.6%

3.5%

0.4%

4.0%

2.6%

5.0%

3.7%

1.5%

3.6%

3.6%

3.8%

4.9%

4.8%

4.5%

3.8%

4.1%

6.9%

0.6%

0.9%

0.3%

1.8%

1.5%

1.8%

0.9%

1.6%

0.6%

0.4%

6.5%

8.3%

5.2%

7.4%

16.1%

15.8%

4.5%

7.1%

7.3%

7.6%

14.3%

3.3%

9.6%

5.2%

7.0%
4.7%

3.2%

1.7%

1.1%

1.8%

1.8%

3.5%

0.8%

1.8%

0.9%

3.9%

0.6%

1.2%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

3.一緒に活動を行っている

7.人を知らない

11.人間関係がわずらわしい

15.特に理由はない

4.お互いに気持ちよく過ごしたい

8.忙しく、関わっている時間が無い

12.既存のコミュニティに入りづらい

無回答

1.災害や病気など、
いざという時に助け合いたい
5.避けられない

13.他人の関与を
歓迎しない人が増えた

9.精神的に余裕がない

2.お祭りや運動会などの
地域行事に参加している
6.きっかけがない

14.定住を考えていない

10.メリットがわからない

性・年齢別

・各選択肢について男女間で大きく差はないが、「お互いに気持ちよく過ごしたい」「災害や病気など、いざ
という時に助け合いたい」「他人の関与を歓迎しない人が増えた」では女性の割合が多い。一方、「きっか
けがない」「忙しく、関わっている時間が無い」「特に理由はない」は男性の割合が多くなっている。
・「お互いに気持ちよく過ごしたい」とする回答は、男女とも、全体と比べて20歳代～40歳代では少ない。
・「災害や病気など、いざという時に助け合いたい」とする回答は、男女とも年代が上がるほど多くなる傾
向にあるが、男性30歳代は男性の他の年代に比べて最も低く、男女とも20歳代～40歳代が少ない。
・「忙しく、関わっている時間が無い」とする回答は、女性では若い年代ほど割合が多く、男性では30歳代～
40歳代にかけて多くなっている。
・「きっかけがない」とする回答は、若い年代で割合が多い傾向にあり、男女とも20歳代の割合が最も多い。
・「特に理由はない」とする回答者は、特に男性20歳代～30歳代に多くみられる。

・「関わりの程度に影響する要素として、「お互いに気持ちよく過ごしたい」が33.7％と最も多く、続い
て「災害や病気など、いざという時に助け合いたい」が18.9％となっている。
・ネガティブな理由としては「忙しく、関わっている時間が無い」が8.6％と最も多く、続いて「きっかけ
がない」7.3％、「特に理由はない」6.5％となっている。

全体

問15 関わりの程度が問14である理由は何ですか。 ML3/n=889

3．調査結果

34 ３－3．「地域の人とのつながり」について 35３－3．「地域の人とのつながり」について



90.3%

89.0%

91.7%

87.5%

73.7%

80.6%

95.8%

98.4%

85.7%

90.6%

100.0%

91.9%

83.3%

92.4%

93.3%

95.4%

90.3%

6.7%

9.6%

4.6%

12.5%

23.7%

19.4%

4.2%

12.7%

7.3%

5.4%

14.6%

7.6%

2.2%
2.3%

2.2%

2.9%

1.3%

3.6%

2.6%

1.6%

1.6%

2.1%

2.7%

2.1%

4.5%

2.3%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

90.3%
1.関わりは必要
803人

6.7%
2.関わりは不必要
60人   

2.9%
無回答
26人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.関わりは必要 2.関わりは不必要 無回答

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で回答に大差はない。
・男性では40歳代～50歳代で特に「必要」とする割合が多く、女性では10歳代、40歳代～60歳代で特
に多くなっている。

・「関わりは必要」とする回答者は90.3％、「関わりは不必要」とする回答者は6.7％であり、大半が関
わりを必要と答えている。

全体

問16 地域の人との関わりは必要だと思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

36 ３－3．「地域の人とのつながり」について 37３－3．「地域の人とのつながり」について



623人

613人

51人

45人

42人

40人

37人
36人

31人

28人

18人

14人

8人

6人

5人

10人

0 100 200 300 400 500 600 700

4.お互いに気持ちよく過ごしたい

1.災害や病気など、いざという時に助け合いたい

2.お祭りや運動会などの地域行事に参加している

6.きっかけがない

3.一緒に活動を行っている

5.避けられない

15.特に理由はない

13.他人の関与を歓迎しない人が増えた

8.忙しく、関わっている時間が無い

11.人間関係がわずらわしい

7.人を知らない

12.既存のコミュニティに入りづらい

9.精神的に余裕がない

14.定住を考えていない

10.メリットがわからない

無回答

38.1%

36.3%

39.5%

100.0%

42.9%

32.3%

34.9%

35.8%

47.7%

33.6%

32.5%

44.4%

49.2%

36.5%

41.2%

41.4%

37.7%

37.0%

100.0%

3.2%

3.5%

2.9%

3.6%

6.5%

3.7%

4.1%

3.6%

5.9%

3.3%

0.6%

3.6%

3.7%

2.6%

2.2%

2.9%

3.6%

1.5%

3.2%

0.8%

1.9%

1.6%

3.6%

1.6%

2.4%
0.7%

0.6%

4.2%

5.5%

38.8%

36.6%

40.3%

28.6%

32.3%

31.7%

40.7%

39.3%

32.0%

40.2%

44.4%

34.9%

31.8%

38.6%

43.2%

43.1%

41.4%

2.5%

2.9%

2.2%

3.6%

1.5%

4.8%

4.9%

1.9%

1.6%

3.0%

3.2%

2.4%

2.0%

1.9%

1.8%

2.6%

2.8%

3.4%

2.4%

7.1%

10.8%

4.8%

0.8%
3.7%

0.8%

3.0%

1.6%

8.2%

2.6%
1.9%

1.8%

1.5%

1.1%

1.8%
0.7%

4.6%

4.8%
0.8%

2.5% 1.2%

1.6%

0.7%

1.2%
0.6%

0.4%

1.9%
1.6%

2.2%

4.6%
1.6%

1.6%

1.6%

1.8%

3.2%
1.2%

3.9%

3.7%

2.4%

0.4%

0.5%

0.9%
0.2%

3.1%
1.6%

1.6%

0.8%

0.7%

0.6%

0.3%
0.4%

1.5%

0.8% 0.6%

1.2%

0.6%

1.7%

2.4%
1.3%

3.1%

1.6%

1.6%

5.7%

1.8%

1.6%

2.4%

2.6%
0.6%

0.6%

1.1%

0.9%
1.5%

0.4%

1.5%

4.8%

2.4%

2.5%

0.7%

1.2%
0.6%

2.2%

2.1%

2.4%

6.6%

3.6%

3.2%

2.4%

2.0%
1.2%

1.8%

3.7%

0.4%

0.6%

0.2%

0.2%

0.9%

1.6%

0.6%

0.6%

0.4%

2.3%

3.5%

1.4%

10.7%

3.1%

6.3%

2.4%

0.9%

3.3%

4.1%

11.1%

5.9%

1.3%

1.2%

1.1%

0.6%

0.3%

0.7%

0.8%
0.6%

0.6%

0.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

3.一緒に活動を行っている

7.人を知らない

11.人間関係がわずらわしい

15.特に理由はない

4.お互いに気持ちよく過ごしたい

8.忙しく、関わっている時間が無い

12.既存のコミュニティに入りづらい

無回答

1.災害や病気など、
いざという時に助け合いたい
5.避けられない

13.他人の関与を
歓迎しない人が増えた

9.精神的に余裕がない

2.お祭りや運動会などの
地域行事に参加している
6.きっかけがない

14.定住を考えていない

10.メリットがわからない

性・年齢別

・ポジティブな理由の上位２つについては、男女ともにあまり大差はなく、2～３％程度女性の割合が
多くなっている。
・「災害や病気など、いざという時に助け合いたい」とする回答は、男性では50歳代、次いで10歳代の
割合が多く、女性では20歳代、次いで10歳代が多くなっている。
・「きっかけがない」とする回答は男性では20歳代（10.８％）、次いで10歳代（7.1％）の割合が多く、女
性では30歳代（8.2％）、次いで40歳代（2.6％）となっている。
・「お祭りや運動会などの地域行事に参加している」とする回答は、男女とも10歳代～20歳代で０％と
なっている。「人間関係がわずらわしい」は、全体に比べると男性60歳代が特に多くなっている。

・地域の人との関わりの要否に対する考えに影響する要素として、「お互いに気持ちよく過ごしたい」
が38.8％と最も多く、続いて「災害や病気など、いざという時に助け合いたい」が38.1％となっている。
・ネガティブな理由としては「きっかけがない」が2.8％で最も多くなっている。

全体

問17 問16のように思う理由は何ですか。 ML3/n=889

3．調査結果

38 ３－3．「地域の人とのつながり」について 39３－3．「地域の人とのつながり」について



3.3%
1.週１回以上
29人

10.3%
2.月１回以上
92人

22.3%
3.年１回以上
198人

59.8%
4.全く参加していない
532人

4.3%
無回答
38人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
3.3%

4.0%

2.8%
1.4%

3.2%

1.6%

4.2%

4.3%

2.2%

3.4%

8.2%

10.3%

6.5%

13.3%

2.6%
2.8%

6.9%

8.1%

9.5%

7.3%

2.7%

8.3%

9.8%

9.0%

17.2%

20.9%

22.3%

22.4%

22.2%

12.5%

18.4%

30.6%

30.6%

12.9%

20.6%

24.0%

16.7%

16.2%

20.8%

27.2%

20.2%

28.7%

18.7%

59.8%

64.8%

56.5%

87.5%

73.7%

61.1%

59.7%

75.8%

63.5%

56.3%

83.3%

78.4%

70.8%

57.6%

66.3%

46.0%

43.3%

4.3%

3.9%

4.0%

5.3%

2.8%

1.4%

4.8%

8.3%

2.7%

1.1%

2.2%

4.6%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

1.週１回以上 2.月１回以上 3.年１回以上 4.全く参加していない 無回答

2.3%

性・年齢別

・「全く参加していない」とする回答は、男性が64.8％、女性は56.5％であり、男性の割合が多くなって
いる。
・「週1回以上」「月１回以上」とする回答は、女性が男性よりも2倍程度多くなっている。
・「全く参加していない」とする回答は、男女とも若い年代ほど多くなる傾向にあるが、30歳代～40歳
代ではその上の年代に比べて少し減る傾向にある。
・男女とも、年代が上がるにつれて活動の頻度は多くなる。

・地域の活動に参加している割合は、「週1回以上」3.3％、「月１回以上」10.3％、「年１回以上」22.3％
であり、合計で35.9％となっている。
・地域の活動に「全く参加していない」とする割合は59.8％となっており、半数以上が地域の活動に参
加していない。

全体

問18 地域の活動にどの程度参加していますか。 SA/n=889

3．調査結果

40 ３－4．「地域での活動との関わり」について 41３－4．「地域での活動との関わり」について



120人

97人

72人

41人

33人

32人

30人

30人

18人

13人

13人

6人

5人

19人

0 20 40 60 80 100 120 140

9.地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、リサイクルなど環境衛生に関すること

11.健康づくりやスポーツに関すること

4.避難場所やルートなど災害への備えに関すること

3.看板や空き地の放置、緑化や園芸など景観に関すること

13.その他（具体的に）

8.保育、学習支援など教育や子育てに関すること

12.地域の賑わいや活気に関すること

6.見守り・支援など高齢者に関すること

1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など交通安全に関すること

5.夜道の暗さや治安など防犯に関すること

7.見守り・支援など障がい者に関すること

10.通訳や生活サポート、交流など国際協力に関すること

無回答

2.5%

2.0%

2.8%

3.2%

3.9%

5.3%

5.2%

7.9%

1.6%

18.3%

21.0%

16.7%

10.0%

15.8%

19.5%

32.0%

25.8%

19.5%

5.3%

12.1%

18.4%

24.2%

17.5%

6.2%

4.4%

7.5%

2.4%

12.9%

5.2%

6.9%

5.3%

6.1%

10.3%

7.8%

9.3%

6.9%

12.2%

12.0%

9.7%

10.4%

5.2%

7.9%

7.6%

8.7%

2.5%

2.9%

2.2%

4.9%

3.2%

3.9%

1.7%

3.0%

3.2%

3.4%

3.4%

3.5%

10.0%

4.0%

3.2%

5.2%

4.5%

6.3%

1.1%

1.5%

0.9%

4.0%

2.6%

5.3%

0.8%

5.7%

5.4%

6.0%

21.1%

12.2%

4.0%

3.2%

22.2%

15.8%

17.2%

2.6%

4.5%

22.7%

20.0%

24.2%

50.0%

40.0%

36.8%

22.0%

20.0%

6.5%

16.9%

55.6%

47.4%

31.0%

31.6%

21.2%

15.1%

0.9%

1.0%

0.9%

2.4%

3.2%

3.0%

0.8%

13.6%

13.7%

13.8%

50.0%

40.0%

10.5%

12.2%

12.0%

9.7%

13.0%

11.1%

5.3%

8.6%

7.9%

13.6%

19.8%

5.7%

6.8%

5.0%

10.5%

7.3%

8.0%

6.5%

6.5%

100.0%

11.1%

10.5%

1.7%

5.3%

6.1%

4.0%

6.0%

4.9%

6.9%

5.3%

4.9%

9.7%

5.2%

10.5%

8.6%

7.9%

6.1%

6.3%

3.6%

3.9%

2.5%

4.0%

3.2%

7.8%

1.7%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など
交通安全に関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、
リサイクルなど環境衛生に
関すること

3.看板や空き地の放置、
緑化や園芸など景観に
関すること

4.避難場所やルートなど
災害への備えに関すること

5.夜道の暗さや治安など
防犯に関すること

6.見守り・支援など
高齢者に関すること

7.見守り・支援など
障がい者に関すること

8.保育、学習支援など
教育や子育てに関すること

13.その他（具体的に） 無回答

11.健康づくりや
スポーツに関すること

12.地域の賑わいや
活気に関すること

9.地域行事や祭りなど、
地域の伝統や、文化・芸術に関すること

10.通訳や生活サポート、
交流など国際協力に関すること

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

全体

性・年齢別

・男女で大きな差はみられない。
・「地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること」とする回答は、男女とも、若い年代
ほど割合が多くなっている。
・「健康づくりやスポーツに関すること」とする回答は、男性では10歳代～20歳代で40～50％と最も
多いが、女性では70歳代以上の19.8％が最も多く、次いで60歳代13.6％となっている。
・「地域の賑わいや活気に関すること」とする回答は、男性で10歳代～20歳代の割合が低い一方、30
歳代で高くなっている。女性では10歳代、20歳代～30歳代にかけて多くなっている。

・上位には「地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること」22.7％、「ゴミ出しやポイ
捨て、リサイクルなど環境衛生に関すること」18.3％、「健康づくりやスポーツに関すること」13.6％
が並ぶ。
・割合が低いのは「見守り・支援など障がい者に関すること」1.1％、「通訳や生活サポート、交流など
国際協力に関すること」0.9％となっている。

全体

問19 参加している地域の活動はどのようなものですか。 MA/n=342

3．調査結果

42 ３－4．「地域での活動との関わり」について 43３－4．「地域での活動との関わり」について



87人

82人

73人

56人

42人

42人

39人

26人

23人

19人

17人

16人

0 20 40 60 80 100

1.活動に興味があった

3.知り合いや家族が参加していた

2.地域の人とのつながりが欲しかった

8.体力的に無理なく活動できそう

5.活動内容や参加方法について情報を得た

7.活動に対する時間的負担が少なかった

10.特に理由はない

11.その他（具体的に）

4.地域の情報が欲しかった

6.活動に対する金銭的負担が少なかった

9.自身のスキルや経験を活かせると感じた

無回答

16.7%

18.0%

16.0%

9.1%

26.3%

27.3%

19.0%

13.9%

13.1%

28.6%

13.0%

24.4%

16.7%

10.8%

15.9%

14.0%

11.3%

15.7%

5.3%

9.1%

23.8%

8.3%

14.8%

14.3%

17.4%

15.6%

9.5%

9.5%

20.6%

15.7%

17.5%

14.7%

100.0%

45.5%

36.8%

15.9%

14.3%

11.1%

9.8%

100.0%

57.1%

21.7%

22.2%

23.8%

6.8%

9.5%

4.4%

3.6%

4.7%

5.3%

4.8%

5.6%

4.9%

8.7%

7.1%

8.1%

3.2%

8.0%

6.7%

8.5%

6.8%

4.8%

5.6%

11.5%

8.7%

8.9%

9.5%

12.2%

6.3%

3.6%

4.6%

3.1%

5.3%

11.4%

4.8%

2.8%

1.6%

5.4%

4.8%

8.0%

6.7%

9.1%

5.3%

6.8%

9.5%

11.1%

4.9%

13.0%

4.4%

4.8%

12.2%

10.3%

10.7%

8.2%

12.5%

2.3%

4.8%

16.7%

13.1%

4.3%

6.7%

2.4%

17.6%

17.5%

3.3%

4.1%

2.5%

9.1%

5.3%

6.8%

4.8%

3.3%

2.2%

4.1%

3.2%

7.5%

9.8%

6.3%

18.2%

5.3%

6.8%

4.8%

16.7%

9.8%

4.3%

4.4%

14.3%

9.5%
3.2%

5.0%

5.2%

5.0%

18.2%

5.3%

4.5%

5.6%

4.9%

8.7%

11.1%

7.1%

4.1%
2.4%

3.1%

4.1%

1.9%

2.3%

4.8%

2.8%

8.2%

4.8%

3.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

3.知り合いや家族が
参加していた

7.活動に対する
時間的負担が少なかった

11.その他（具体的に）

4.地域の情報が欲しかった

8.体力的に無理なく
活動できそう

無回答

1.活動に興味があった

5.活動内容や参加方法について
情報を得た

9.自身のスキルや経験を
活かせると感じた

2.地域の人との
つながりが欲しかった

6.活動に対する
金銭的負担が少なかった

10.特に理由はない

性・年齢別

・男女で大差はないが、女性において「地域の人とのつながりが欲しかった」が男性よりも多くなって
いる。また、「特に理由はない」という割合は男性が女性よりも多くなっている。
・「活動に興味があった」とする回答は全体に比べると男性では30歳代（26.3％）～40歳代（27.3％）
が特に多く、女性では20歳代（28.6％）、40歳代（24.4％）が多い。
・「知り合いや家族が参加していた」とする回答は、男女とも若い年代ほど割合が多くなっており、特
に10歳代では100％、20歳代では約半数を占めている。
・「地域の人とのつながりが欲しかった」とする回答は、女性では特に70歳代以上（20.6％）、30歳代
（17.4％）が多く、男性では50歳代（23.8％）の割合の多さが顕著にみられる。
・「体力的に無理なく活動できそう」とする回答は、特に60歳代～70歳代以上で多くみられる。
・「地域の情報が欲しかった」とする回答は、男女とも、30歳代、50歳代～70歳代以上でみられる。

・「活動に興味があった」16.7％、「知り合いや家族が参加していた」15.7％、「地域の人とのつながり
が欲しかった」14％、「体力的に無理なく活動できそう」10.7％が上位に並ぶ。
・参加動機として割合が低いのは「自身のスキルや経験を活かせると感じた」3.3％、「活動に対する
金銭的負担が少なかった」3.6％、「地域の情報が欲しかった」4.4％となっている。
・「特に理由はない」とする回答は、全11個中、7番目の多さ（7.5％）である。
・活動に対する情報や時間的・金銭的負担は地域での活動の参加動機としては大きく影響はみられ
ない。

全体

問20 参加している理由は何ですか。 ML3/n=342

3．調査結果

44 ３－4．「地域での活動との関わり」について 45３－4．「地域での活動との関わり」について



145人

142人

130人

119人

118人

77人

57人

57人

32人

18人

6人

15人

0 20 40 60 80 100 120 140 160

10.特に理由はない

6.活動に対する時間的負担がある

3.知り合いや一緒に参加する仲間がいない

4.内容や参加方法など、活動に関する情報がない

1.興味のある活動がない

7.体力面で負担を感じる

2.人間関係がわずらわしい

11.その他（具体的に）

9.居住地域以外の活動に参加している

8.自身のスキルや経験が足りないと感じる

5.活動に対する金銭的負担がある

無回答

12.9%

15.6%

10.5%

20.0%

22.6%

19.4%

8.0%

17.1%

16.0%

13.7%

8.0%

11.5%

12.2%

10.8%

8.8%

11.3%

6.2%

7.2%

5.4%

1.9%

13.9%

5.3%

3.7%

9.9%

11.6%

4.0%

5.8%

6.7%

6.5%

2.9%

5.7%

14.2%

13.5%

15.0%

15.0%

15.1%
2.8%

21.3%

11.0%

12.3%

13.7%

22.0%

13.5%

20.0%

14.0%

14.7%

9.4%

13.0%

13.1%

12.8%

50.0%

25.0%

17.0%

13.9%

13.3%

15.9%

13.6%

5.3%

20.0%

20.0%

11.5%

15.6%

14.0%

13.2%

6.6%

50.0%

0.7%

0.5%

0.9%

2.8%

1.2%

2.0%

3.8%

1.1%

15.5%

15.6%

15.4%

50.0%

5.0%

17.0%

22.2%

24.0%

24.4%

9.9%

5.3%

40.0%

20.0%

21.2%

14.4%

23.7%

8.8%

7.5%

50.0%

8.4%

6.1%

10.5%

2.8%

6.7%

3.7%

6.2%

13.7%

6.0%

3.8%
2.2%

10.8%

10.3%

23.6%

2.0%

2.3%

1.7%

2.7%

1.2%
3.7%

4.2%

1.1% 2.2%

4.4%
1.9%

3.5%

2.7%

4.3%

5.0%
1.9%

1.3%

1.2%

6.2%

3.2%

4.0%
1.9%

1.1%

2.2%

10.3%

5.7%

15.8%

15.1%

16.7%

15.0%

15.1%

19.4%

10.7%

13.4%

14.8%

17.9%

20.0%

14.0%

19.2%

17.8%

11.8%

20.6%

17.9%

6.2%

6.3%

6.0%

15.0%

9.4%

2.8%

6.7%

6.1%

4.9%

5.3%

20.0%

5.8%

8.9%

3.2%

5.9%

7.5%

1.6%

2.0%

0.9%

1.2%

2.5%

6.3%

1.9%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

3.知り合いや一緒に参加する
仲間がいない
7.体力面で負担を感じる

11.その他（具体的に）

4.内容や参加方法など、
活動に関する情報がない
8.自身のスキルや
経験が足りないと感じる
無回答

1.興味のある活動がない

5.活動に対する金銭的負担がある

9.居住地域以外の活動に参加している

2.人間関係がわずらわしい

6.活動に対する時間的負担がある

10.特に理由はない

性・年齢別

・「興味のある活動がない」については男性が多く、「体力面で負担を感じる」は女性が多くなっている。
・「特に理由はない」とする回答は、男女とも全体と比べて大差はみられない。
・「活動に対する時間的負担がある」とする回答は、男性では20歳代～50歳代が多くなっており、女性で
は10歳代が40％と最も多く、次いで20歳代～50歳代が比較的多くみられる。
・「知り合いや一緒に参加する仲間がいない」とする回答は、全体と比べると男性では30歳代が特に低
く（2.8％）、40歳代が最も多くなっている（21.3％）。女性では20歳代（22％）、40歳代（20％）で全体より
割合が多くなっている。
・「興味のある活動がない」という回答は、全体に比べると男性では40歳代（8％）でのみ低くなってい
る。女性では全体との大差はみられない。
・「人間関係がわずらわしい」とする回答は他の性別年代に比べて男性30歳代が多い。

・「特に理由はない」15.8％、「活動に対する時間的負担がある」15.5％、「知り合いや一緒に参加する
仲間がいない」14.2％、「内容や参加方法など、活動に関する情報がない」13％、「興味のある活動
がない」12.9％が上位に並ぶ。
・参加していない理由として少ないのは、「活動に対する金銭的負担がある」0.7％、「自身のスキルや
経験が足りないと感じる」2％、「居住地域以外の活動に参加している」3.5％となっている。

全体

問21 参加していない理由は何ですか。 ML3/n=557

3．調査結果

46 ３－4．「地域での活動との関わり」について 47３－4．「地域での活動との関わり」について



15.0%
1.そう思う
133人

34.3%
2.少しはそう思う
305人

25.0%
3.どちらでもない
222人

16.3%
4.あまりそう思わない
145人

6.1%
5.そう思わない
54人

3.4%
無回答
30人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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14.6%

15.3%

10.5%

22.2%

18.1%

11.3%

19.0%
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33.3%
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10.4%

18.5%

11.2%

18.4%

17.2%

34.3%

32.0%

35.9%

50.0%

10.5%

30.6%

43.1%

30.6%

22.2%

37.5%

33.3%

27.0%

27.1%

33.7%

44.9%

42.5%

32.8%

25.0%

25.5%

24.6%

37.5%

36.8%

16.7%

20.8%

40.3%

22.2%

18.8%

37.8%

31.3%

25.0%

27.0%

21.8%

19.4%

16.3%

18.0%

15.3%

6.3%

28.9%

19.4%

12.5%

12.9%

20.6%

19.8%

33.3%

21.6%

20.8%

15.2%

10.1%

10.3%

17.9%

6.1%

7.3%

5.2%

6.3%

10.5%

11.1%

5.6%

3.2%

12.7%

5.2%

5.4%

6.3%

5.4%

3.4%

3.4%

7.5%

3.4%

2.6%

3.6%

2.6%

1.6%

3.2%

6.3%

2.7%

4.2%

2.2%

3.4%

3.4%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で大差は見られないが、女性では50％以上が参加意向を示しているのに対し、男性では40％
強の割合となっている。
・参加意向のある割合について、男性では10歳代、30歳代、40歳代、70歳以上が50％以上の割合で
あり、女性では10歳代、40歳代～70歳代以上が50％以上の割合となっている。
・不参加意向のある割合について、男性で１/3を超えているのは20歳代（39.4％）、60歳代（33.3％）
であり、1/4を超えるのは70歳代以上（25％）である。女性では1/3を超えるのは10歳代（33.3％）の
みであるが、1/4を超えるのは、20歳代～30歳代（約27％）、70歳代以上（25.4％）となっている。
・「どちらでもない」とする回答は、男性では50歳代が最も多く（40.3％）、次いで10歳代（37.5％）、20
歳代（36.8％）が多くなっている。女性では20歳代が最も多く（37.8％）、次いで30歳代（31.3％）と
なっている。

・「そう思う」15％、「少しはそう思う」34.3％となっており、49.3％が参加意向がある。一方、「あまりそう
思わない」16.3％、「そう思わない」6.1％となっており、22.4％が参加意向がない。
・「どちらでもない」とする回答は25％であり、1/4を占めている。

全体

問22 今後（も）、お住まいの地域の活動に参加したいと思いますか。SA/n=889

3．調査結果

48 ３－4．「地域での活動との関わり」について 49３－4．「地域での活動との関わり」について
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81人

79人

61人

60人

44人

32人
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11.  健康づくりやスポーツに関すること

9.地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること

4.避難場所やルートなど災害への備えに関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、リサイクルなど環境衛生に関すること

12.地域の賑わいや活気に関すること

8.保育、学習支援など教育や子育てに関すること

6.見守り・支援など高齢者に関すること

3.看板や空き地の放置、緑化や園芸など景観に関すること

5.夜道の暗さや治安など防犯に関すること

1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など交通安全に関すること

10.通訳や生活サポート、交流など国際協力に関すること

13.その他（具体的に）

7.見守り・支援など障がい者に関すること

無回答

4.2%

5.4%

3.3%

3.7%

6.9%

4.7%

5.5%

7.2%

5.4%

3.4%

3.5%

6.2%

2.7%

2.6%

8.7%

10.5%

7.3%

28.6%

5.6%

6.9%

14.1%

11.0%

10.3%

8.4%

3.4%

6.8%

4.2%

8.9%

7.5%

10.3%

5.6%

6.6%

4.8%

9.5%

7.4%

4.2%

7.8%

6.4%

8.2%

5.4%

3.4%

4.5%

4.2%

4.1%

6.8%

4.6%

9.7%

8.5%

10.7%

4.8%

3.7%

5.6%

11.7%

8.3%

7.2%

10.2%

25.0%

10.2%

12.5%

12.0%

7.5%

9.5%

11.8%

5.4%

6.2%

4.8%

4.8%

3.7%

2.8%

14.1%

5.5%

4.1%

4.2%

12.5%

5.1%

3.4%

6.3%

7.5%

2.7%

3.1%

6.5%

5.2%

7.7%

4.8%
1.9%

1.4%

2.3%

8.3%

4.1%

9.0%

6.8%

3.4%

2.8%

8.2%

10.9%

10.8%

2.2%

1.8%

2.5%

7.4%

1.6%

1.8%

1.0%

1.8%

3.4%
2.3%

2.8%

4.8%
0.7%

1.5%

7.3%

5.7%

8.7%

4.8%

11.1%

19.4%

7.0%

2.8%

3.1%
0.6%

16.9%

15.9%

19.0%

6.8%

4.1%
1.0%

11.8%

11.7%

11.8%

100.0%

9.5%

11.1%

13.9%

13.3%

11.9%

9.3%

11.4%

25.0%

15.3%

18.2%

15.5%

11.6%

9.5%

6.7%

100.0%

4.1%

3.5%

4.7%

4.8%

3.7%

5.6%

2.3%

3.7%

1.0%

4.2%

12.5%

8.5%

5.7%

4.2%

6.2%

5.4%

1.5%

14.1%

15.1%

13.4%

14.3%

20.4%

12.5%

11.7%

13.8%

16.5%

17.4%

12.5%

8.5%

8.0%

7.0%

11.6%

20.4%

17.9%

7.9%

8.0%

7.7%

4.8%

9.3%

12.5%

4.7%

11.0%

7.2%

7.2%

12.5%

10.2%

9.1%

7.0%

4.8%

10.9%

6.7%

3.0%

3.7%

2.5%

9.5%

3.7%

4.2%
0.8%

2.8%

6.2%

4.2%

4.5%

2.1%

3.4%

0.7%

3.6%

9.4%

8.0%

10.0%

7.4%

4.2%

3.9%

7.3%

14.4%

10.8%

8.5%

2.3%

9.2%

8.2%

8.2%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.迷惑駐車や駐輪、歩道や通学路など
交通安全に関すること

2.ゴミ出しやポイ捨て、
リサイクルなど環境衛生に
関すること

3.看板や空き地の放置、
緑化や園芸など景観に
関すること

4.避難場所やルートなど
災害への備えに関すること

5.夜道の暗さや治安など
防犯に関すること

6.見守り・支援など
高齢者に関すること

7.見守り・支援など
障がい者に関すること

8.保育、学習支援など
教育や子育てに関すること

13.その他（具体的に） 無回答

11.健康づくりや
スポーツに関すること

12.地域の賑わいや
活気に関すること

9.地域行事や祭りなど、
地域の伝統や、文化・芸術に関すること

10.通訳や生活サポート、
交流など国際協力に関すること

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

性・年齢別

・「健康づくりやスポーツに関すること」とする回答は、男性では特に20歳代が20.4％と多く、それ以
外の年代については15％程度となっている。女性では60歳代が最も多く（20.4％）、次いで70歳代
以上（17.9％）となっている。女性でそれ以外の年代は７～10％前後の割合となっている。
・「地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文化・芸術に関すること」とする回答は、女性では若い年代
ほど割合が多くなっている。男性では年代による割合に特にそうした傾向は見られないが、30歳代
～40歳代の割合が最も多く、約13％となっている。
・「地域の賑わいや活気に関すること」とする回答は、女性では10歳代～30歳代、60歳代で比較的多
い傾向にあり、男性では20歳代～30歳代、50歳代で比較的多くみられる。

・上位には「健康づくりやスポーツに関すること」14.1％、「地域行事や祭りなど、地域の伝統や、文
化・芸術に関すること」11.8％と自身の興味に基づくものがあがっている。次いで「避難場所やルー
トなど災害への備えに関すること」9.7％が並ぶ。
・回答が少ないのは「見守り・支援など障がい者に関すること」2.2％、「その他」3％、「通訳や生活サ
ポート、交流など国際協力に関すること」4.1％となっている。

全体

問23 今後参加したい地域の活動はどのようなものですか。 ML3/n=889

3．調査結果

50 ３－4．「地域での活動との関わり」について 51３－4．「地域での活動との関わり」について



388人

335人

44人

43人

30人

25人

23人

19人

7人

4人

3人

3人

87人

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

11.どれにも所属していない

1.自治会・町内会

4.コミュニティ・スクール

2.老人会

3.子ども会

6.PTA

10ボランティア活動団体

12.その他（具体的に）

9.NPO団体

5.消防団

7.婦人会

8.青少年団体（ボーイスカウト等）

無回答

33.1%

31.0%

34.9%

17.6%

12.8%

23.3%

27.2%

33.3%

32.8%

42.6%

50.0%

18.9%

17.0%

32.4%

35.4%

38.9%

41.6%

4.3%

1.9%

5.9%

6.5%

1.0%

1.1%
18.0%

3.0%

2.8%

3.1%

9.3%

8.6%

1.5%

7.5%

8.1%

2.1%

1.1%

1.1%

4.4%

4.7%

4.0%

5.1%

7.0%

9.9%

3.0%

4.5%

1.9%

2.7%

6.3%

4.2%

5.6%

0.4%

0.5%

0.3%

2.6%

1.5%

0.9%

0.6%

2.5%

1.2%
3.5%

4.7%

2.5%

1.5%

1.9%

14.4%

3.1%

0.3%

0.5%

1.0%

1.1%

0.6%

0.3%

0.7%

2.6%

2.3%

0.9%

0.7%

0.7%

0.7%

1.2%

1.5%1.5%

1.5%

1.9%

0.9%

2.1%

2.3%

0.9%

3.3%

5.9%

2.3%

1.5%

1.5%

1.9%

4.2%

8.4%

3.4%

38.4%

43.8%

34.5%

100.0%

76.5%

71.8%

44.2%

44.4%

50.0%

41.8%

25.9%

50.0%

78.4%

66.0%

32.4%

38.5%

29.5%

17.4%

100.0%

1.9%

3.1%

1.0%

2.6%

4.7%

3.0%

3.0%

5.6%

1.9%

1.0%

1.1%

1.7%

8.6%

8.5%

8.3%

2.6%

2.3%

6.2%

4.5%

11.9%

16.7%

2.7%

1.9%

8.1%

7.3%

12.6%

10.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3.子ども会

7.婦人会

11.どれにも所属していない

4.コミュニティ・スクール

8.青少年団体（ボーイスカウト等）

12.その他（具体的に）

1.自治会・町内会

5.消防団

無回答

9.NPO団体

2.老人会

6.PTA

10.ボランティア活動団体

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

性・年齢別

・男性で「どれにも所属していない」という回答は43.8％となっており、女性では34.5％である。
・「どれにも所属していない」という回答は、男性では10歳代～20歳代が約70％と最も多く、女性では
20歳代（78.4％）～30歳代（66％）が多くなっている。
・「自治会・町内会」とする回答は、男女ともに年代が上がるにつれて多くなる傾向にあるが、女性10
歳代では50％が回答しており特殊となっている。

・「どれにも所属していない」とする回答が最も多く、38.4％となっている。次いで「自治会・町内会」が
33.1％となっている。
・その次に多いのは「無回答」（8.6％）となっている。

全体

問24 所属している地域の活動団体はどのようなものですか。 MA/n=889

3．調査結果

52 ３－4．「地域での活動との関わり」について 53３－4．「地域での活動との関わり」について



7.1%
1.そう思う
63人

19.5%
2. 少しはそう思う
173人

33.6%
3. どちらでもない
299人

24.2%
4.あまりそう思わない
215人

7.6%
5.そう思わない
68人

8.0%
無回答
71人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

7.1%

6.8%

7.5%

6.3%

2.6%

11.1%

8.1%

7.9%

6.3%

16.7%

2.1%

12.0%

6.7%

6.9%

8.2%

19.5%

19.0%

20.0%

31.3%

13.2%

27.8%

12.5%

14.5%

23.8%

20.8%

16.7%

10.8%

18.8%

15.2%

16.9%

26.4%

24.6%

33.6%

34.4%

33.5%

37.5%

50.0%

30.6%

43.1%

30.6%

28.6%

29.2%

40.5%

41.7%

43.5%

42.7%

28.7%

20.1%

24.2%

24.0%

24.6%

25.0%

18.4%

27.8%

26.4%

32.3%

17.5%

20.8%

66.7%

32.4%

27.1%

22.8%

23.6%

25.3%

20.9%

7.6%

9.4%

6.3%

13.2%

11.1%

5.6%

11.3%

14.3%

7.3%

13.5%

10.4%

3.3%

5.6%

4.6%

6.7%

8.0%

6.5%

8.3%

2.6%

2.8%

1.4%

3.2%

7.9%

15.6%

2.7%

3.3%

4.5%

8.0%

19.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

性・年齢別

・性別による大差はみられない。
・「そう思う」「少しはそう思う」の割合を合わせると、男女ともに、20歳代のみ1/4に満たない。
・「あまりそう思わない」「そう思わない」の割合を合わせると、男性では50歳代が最も割合が多く
（43.6％）、次いで30歳代（38.9％）となっている。女性では、10歳代が最も多く（66.7％）、次いで20歳
代（45.9％）となっている。男性では年代による差はあまりない（全体的に30～40％）が、女性では若
い年代ほど割合が多い傾向がみられる。
・「どちらでもない」という回答は、男性では20歳代が50％と最も多く、女性では20歳代～50歳代にか
けて多くなっている。

・「そう思う」7.1％、「少しはそう思う」19.5％であり、26.6％が活動を行う機会・場所があると感じてい
る。一方、「あまりそう思わない」24.2％、「そう思わない」7.6％であり、活動を行う機会・場所がないと
感じている割合は31.8％となっている。
・「どちらでもない」とする回答は33.6％であり、最も多くなっている。

全体

問25 活動を行う機会・場所が十分にあると思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

54 ３－4．「地域での活動との関わり」について 55３－4．「地域での活動との関わり」について



2.4%
1.そう思う
21人

13.7%
2.少しはそう思う
122人

31.7%
3.どちらでもない
282人

34.3%
4.あまりそう思わない
305人

8.8%
5.そう思わない
78人

9.1%
無回答
81人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.4%

2.1%

2.6%

6.3%
2.6%

1.4%

3.2%

3.2%
1.0%

16.7%
2.7%

2.2%

3.4%

3.4%

2.2%

13.7%

14.1%

12.9%

18.8%

5.3%

5.6%

13.9%

11.3%

17.5%

19.8%

33.3%

2.7%

10.4%

19.6%

11.2%

11.5%

13.4%

31.7%

33.1%

31.0%

37.5%

50.0%

47.2%

36.1%

25.8%

34.9%

21.9%

37.8%

41.7%

40.2%

31.5%

34.5%

17.9%

34.3%

34.1%

35.1%

31.3%

31.6%

36.1%

38.9%

37.1%

22.2%

36.5%

33.3%

43.2%

31.3%

30.4%

41.6%

32.2%

35.8%

8.8%

8.6%

8.9%

6.3%

7.9%

5.6%

8.3%

17.7%

11.1%

3.1%

16.7%

10.8%

12.5%

4.3%

9.0%

10.3%

7.5%

9.1%

8.1%

9.5%

2.6%

5.6%

1.4%

4.8%

11.1%

17.7%

2.7%

4.2%

3.3%

3.4%

8.0%

23.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

70

70

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

性・年齢別

・性別による大差はみられない。
・「そう思う」「少しはそう思う」の割合を合わせると、活動に参加する人がいると感じている割合が
20％を超えているのは、男性では10歳代（25.1％）、60歳代（20.3％）、70歳代以上（20.8％）である。
女性では10歳代（50％）と40歳代（21.8％）となっている。
・「あまりそう思わない」「そう思わない」の割合を合わせると、男性では50歳代が最も多く（54.8％）、
次いで40歳代（47.2％）である。女性では20歳代が54％と最も多く、次いで10歳代と50歳代が約
50％となっている。
・「どちらでもない」とする回答は、男性で20歳代（50％）、30歳代（47.2％）が多く、女性では30歳代～
40歳代が約40％と比較的多くなっている。

・「そう思う」2.4％、「少しはそう思う」13.7％であり、16.1％が活動に参加する人がいると感じている。
一方、「あまりそう思わない」34.3％、「そう思わない」8.8％であり、43.1％が活動に参加する人がい
ないと感じている。
・「どちらでもない」とする回答は31.7％であり、活動に参加する人がいないと感じている人に次いで
多くなっている。

全体

問26 活動に参加する人が十分にいると思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

56 ３－4．「地域での活動との関わり」について 57３－4．「地域での活動との関わり」について



8.5%
1.週１回以上
76人

12.1%
2.月１回以上
108人

13.9%
3.年１回以上
124人
  

57.5%
4.全く参加していない
511人

7.9%
無回答
70人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

8.5%

4.9%

11.5%

12.5%
2.6%

4.2%

1.6%

4.8%

9.4%

33.3%

10.8%

10.4%

6.5%

3.4%

20.7%

14.2%

12.1%

8.9%

14.7%

5.3%

5.6%

5.6%

16.1%

9.5%

10.4%

10.8%

10.4%

7.6%

9.0%

17.2%

24.6%

13.9%

14.1%

13.9%

12.5%

7.9%

22.2%

15.3%

11.3%

12.7%

15.6%

16.7%

10.8%

12.5%

20.7%

12.4%

17.2%

9.7%

57.5%

65.4%

51.4%

75.0%

76.3%

66.7%

72.2%

67.7%

65.1%

52.1%

50.0%

62.2%

64.6%

60.9%

67.4%

40.2%

33.6%

7.9%

6.8%

8.5%

7.9%

5.6%

2.8%

3.2%

7.9%

12.5%

5.4%

2.1%

4.3%

7.9%

4.6%

17.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

1.週１回以上 2.月１回以上 3.年１回以上 4.全く参加していない 無回答

男性合計

女性合計

性・年齢別

・男女別では、活動に参加している割合は男性が27.9％、女性が40.1％であり、女性の割合が多く
なっている。
・活動に「全く参加していない」とする回答は、男性では20歳代が最も多く（76.3％）、次いで10歳代
（75％）となっている。女性では50歳代が最も多く（67.4％）、次いで30歳代（64.6％）である。
・活動に参加している回答は、男性では20歳代が最も低く（15.8％）、その他10歳代、30歳代～60歳代
は約25～30％となっている。70歳代以上のみ、35.4％と30％を超えている。女性では、活動に参加し
ている割合は50歳代が最も低く（24.8％）、20歳代～40歳代では30％弱となっている。10歳代、60歳
代～70歳代以上のみ、約50％となっている。
・男女とも、年代が上がるほど比較的、活動の参加率は高くなっている。

・活動に参加している割合は、「週1回以上」8.5％、「月１回以上」12.1％、「年１回以上」13.9％であり、
合計で34.5％となっている。
・活動に「全く参加していない」とする割合は57.5％となっており、半数以上が活動に参加していな
い。

全体

問27 地域にとらわれない活動にどの程度参加していますか。 SA/n=889

3．調査結果

58 ３－4．「地域での活動との関わり」について 59３－4．「地域での活動との関わり」について



109人

54人

47人

37人

37人

36人

32人

31人

30人

24人

23人

22人

21人

20人

11人

10人

7人

6人

4人

3人

44人

0 20 40 60 80 100 120

19.スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）

5.子ども・教育

17.交流・コミュニケーション

1.まちづくり

12.音楽

18.芸術・アート・デザイン

20.その他（具体的に）

10.旅行・観光

4.健康・福祉

9.文化・伝統

13.映画

8.食

11.国際協力・語学

2.アウトドア

14.ものづくり・工作

7.本

6.写真

15.ファッション・美容

3.IT・テクノロジー

16.ペット・動物

無回答

無回答

3.IT・テクノロジー 4.健康・福祉1.まちづくり 2.アウトドア
7.本 8.食5.子ども・教育 6.写真
11.国際協力・語学 12.音楽9.文化・伝統 10.旅行・観光
15.ファッション・美容 16.ペット・動物13.映画 14.ものづくり・工作
19.スポーツ
（フィットネス・ダンスを含む）

20.その他（具体的に）17.交流・コミュニケーション 18.芸術・アート・デザイン

6.1%

25.0%

10.0%

6.9%

21.7%

11.8%

4.1%

20.0%

5.7%

7.1%

3.7%

4.3%
2.1%

7.3%

3.3%

3.2%

20.0%

4.2%

3.4%

2.9%

2.7%

2.9%

3.6%
3.7%

3.1%
4.4%

0.7%

0.2%

2.9%

2.7%

0.7%

4.9%

6.9%

8.7%

4.1%

2.9%

7.1%
1.9%

2.2%

5.2%

9.5%

8.9%

10.0%

20.8%

17.2%

2.9%

1.4%

14.3%

25.0%

37.0%

8.7%

3.1% 1.5%

1.2%

0.7%

4.2%

3.4%

2.7%

2.9%

1.9%

1.0%

1.6%

2.2%

2.9%

8.6%

1.9%

2.2%

2.1%

1.5%

3.6%

3.2%

4.2%
6.9%

8.7%
2.9%

4.1%

5.7%

3.6%

6.5%
3.1%

2.9%

3.9%

3.2%

4.2%

3.4%

5.9%

9.5%

2.9%

3.6%
1.9%

6.5%

5.2%

1.5%

5.1%

4.2%

4.3%
2.9%

6.8%

20.0%

5.7%

7.1%

7.4%

4.3%

4.1%

5.8%

3.5%

4.2%

8.7%

2.9%

1.4%

20.0%
2.9%

7.4%

6.2%
2.2%

6.1%

10.0%

4.2%

8.7%

5.9%
4.1%

5.7%

10.7%

6.5%

7.2%

8.8%

3.8%

4.2%

3.4%
4.3%

4.1%

2.9%

1.9%

4.3%

8.2%
2.9%

1.8%

2.0%

12.5%

2.9%

5.6%

2.1%

1.5%

1.0%

1.2%

3.4%

2.9%

3.6%

1.9%2.2%

0.7%

0.5%

1.1%

0.2%

1.0%0.5%1.5%2.5%0.5%2.0%1.5%

3.4%

2.9%

2.2%

7.7%

4.2%
3.4%

8.7%

14.7%

6.8%

5.7%

7.1%
1.9%

8.7%

7.2%

11.7%

5.9%

4.2%

3.4%

2.9%

9.5%

5.7%

7.1%

7.4%

17.4%

4.1%

4.4%

17.9%

75.0%

40.0%

12.5%

24.1%

26.1%

11.8%

10.8%

40.0%

11.4%

10.7%

11.1%

4.3%

29.9%

19.7%

5.3%

8.3%

3.4%

5.9%

12.2%

5.7%

1.9%

4.3%

4.1%

6.6%

7.2%

10.0%

4.2%

6.9%

17.6%

13.5%

2.9%

3.6%

1.9%

15.2%

2.1%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

女性合計

男性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

10.1%7.1%17.7%5.1%7.1%
3.0%

4.5%4.0%

4.0% 8.1% 6.4% 18.0% 4.4%5.2%4.0% 6.9%5.7%

5.6%4.5%6.6%

10.1%

3.5%3.5%

5.7%

8.1%

5.2%

性・年齢別

・上位5項目で男女の大差はないが、全体と比べて「まちづくり」は男性で多く、「子ども・教育」は女性
で多い。
・「スポーツ」とする回答は、男性では年代が低いほど割合が多い一方、女性でも10歳代が最も多い
が、20歳代～50歳代で減少した後、60歳代、70歳代以上では増加がみられる。
・「交流・コミュニケーション」とする回答は、全体と比べると、男性では60歳代が最も多く（14.7％）、次
いで50歳代となっているが、20歳代は０％である。女性では、70歳代以上が最も多く（11.7％）、次い
で50歳代となっている一方で、40歳代が最も少ない。
・「まちづくり」とする回答は、男性では10歳代が最も多く（25％）、次いで50歳代で、30歳代が最も少な
い。女性でも10歳代が最も多く（20％）、次いで70歳代以上、30歳代が並び、60歳代が最も少ない。
・女性では「子ども・教育」とする回答が30歳代（25％）、40歳代（37％）で顕著にみられる。
・男性では「アウトドア」とする回答が20歳代（20％）で顕著にみられる。

・「スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）」とする回答が17.9％と最も多く、次いで「子ども・教育」
8.9％、「交流・コミュニケーション」7.7％、「まちづくり」6.1％、「音楽」6.1％となっている。
・回答が少ないのは、「ペット・動物」0.5％、「IT・テクノロジー」0.7％、「ファッション・美容」1％、「写真」
1.2％、「本」1.6％となっている。

全体

問28 参加している活動はどのようなものですか。 MA/n=889

3．調査結果

60 ３－4．「地域での活動との関わり」について 61３－4．「地域での活動との関わり」について



171人

102人

50人

48人

37人

27人

24人

19人

42人

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

3.友人・知人

1.チラシ・ポスター

6.情報コーナーや掲示板

2.雑誌・広報誌

5.HP

8.その他（具体的に）

4.SNS

7.テレビ、ラジオ、広報番組

無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

5.HP1.チラシ・ポスター

6.情報コーナーや掲示板

2.雑誌・広報誌

7.テレビ、ラジオ、広報番組

3.友人・知人

8.その他（具体的に）

4.SNS

無回答

18.8%

20.7%

13.0%

23.3%

18.0%

33.3%

19.0%

7.1%

25.0%

16.2%

25.3%

20.7%

12.5%

10.3%

4.3%

16.7%

6.6%

3.6%

4.2%

10.8%

16.9%

8.3%

25.0%

75.0%

18.8%

24.1%

43.5%

20.0%

23.0%

33.3%

23.8%

35.7%

35.4%

35.1%

31.3%

41.3%

25.0%

18.8%

6.9%

4.3%

19.0%

17.9%

6.3%

5.4%

3.6%

12.5%

12.5%

20.7%

8.7%

10.0%

3.3%

19.0%

25.0%

12.5%
2.7%

3.6%

12.5%

6.9%

13.0%

3.3%

16.4%

9.5%

4.2%

8.1%

10.8%

12.4%

25.0%

3.4%

3.3%

6.6%

7.1%
2.1%

2.7%

2.4%

5.0%

25.0%

13.0%

3.3%

8.2%

33.3%

4.8%

8.3%

2.7%

4.8%

5.0%

12.5%

6.3%

6.9%

20.0%

18.0%

4.8%

3.6%

2.1%

16.2%

1.2%

7.4%

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

19.6% 9.2% 32.9% 4.6% 7.1% 9.6% 3.7% 5.2% 8.1%

17.5% 8.8% 27.5% 4.1% 9.4% 10.5% 4.1% 5.8% 12.3%

20.7% 9.3% 35.9% 5.0% 6.1% 9.0% 3.5%5.0% 5.5%

性・年齢別

・「友人・知人」とする回答は、男女別でみると全体と比べて男性の割合が低く、女性が多い。年代別で
みると、男性では20歳代で最も多く（75％）、次いで50歳代（43.5％）となっており、その他の年代は
約20～25％である。女性では、70歳代以上が最も多く（41.3％）、20歳代（23.8％）を除くその他の年
代は約30～35％となっている。
・紙媒体で情報を得ている（「チラシ・ポスター」「雑誌・広報誌」）ものについては、男性に比べ女性の
割合が高くなっている。男性では全体と比べて60歳代が40％と特に多く、次いで30歳代（31.3％）、
40歳代（31％）となっている。女性では60歳代が最も多く（42.2％）、次いで10歳代（33.3％）、70歳代
以上（29％）となっている。

・「友人・知人」とする回答が最も多く34.1％を占め、次いで「チラシ・ポスター」20.3％、「情報コーナー
や掲示板」10％、「雑誌・広報誌」9.6％となっている。
・回答が少ないのは、「テレビ、ラジオ、広報番組」3.8％、「SNS」4.8％となっている。

全体

問29 活動に関する情報をどのように得ましたか。 ML3/n=358

3．調査結果

62 ３－4．「地域での活動との関わり」について 63３－4．「地域での活動との関わり」について



181人

80人

74人

64人

41人

30人

27人

26人

18人

15人

43人

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

1.活動に興味があった

3.知り合いが参加している

7.体力的に無理なく活動できそう

2.人とのつながりが欲しかった

8.自身のスキルや経験を活かせると感じた

6.活動に対する時間的負担が少なかった

4.活動内容や参加方法について情報を得た

5.活動に対する金銭的負担が少なかった

9.特に理由はない

10.その他（具体的に）

無回答

30.2%

31.1%

30.2%

33.3%

20.0%

31.3%

38.7%

40.6%

27.3%

26.5%

50.0%

45.0%

32.3%

42.9%

31.8%

27.8%

24.1%

10.7%

10.7%

10.8%

16.7%

12.5%

6.5%

12.5%

18.2%

8.8%

15.0%

6.5%

12.2%

9.1%

7.8%

13.3%

13.4%

10.7%

14.6%

30.0%

18.8%

3.2%

15.6%

9.1%

8.8%

50.0%

10.0%

16.1%

10.2%

11.4%

12.2%

17.7%

4.5%

3.6%

5.0%

6.3%

6.5%

3.1%

3.0%

2.9%

6.5%

6.1%

6.8%

3.3%

5.1%

4.3%

3.1%

5.0%

6.3%

6.5%

3.0%

2.9%

3.2%

2.0%
2.3%

5.6%

7.6%

5.0%

5.1%

5.0%

6.3%

6.5%

9.4%

3.0%

4.4%

6.5%

6.1%

7.8%

5.1%

12.4%

8.7%

13.8%

6.5%

9.4%

9.1%

13.2%

10.0%

12.9%

8.2%

4.5%

21.1%

15.2%

6.8%

7.1%

6.8%

33.3%

20.0%

16.1%

6.3%

3.0%

2.9%

10.0%

9.7%

6.1%

9.1%

7.8%

5.1%

3.0%

5.6%

1.8%

10.0%

6.3%

3.2%

11.8%

3.2%

6.8%
2.2%

0.6%

2.5%

2.6%
2.5%

10.0%

3.1%

6.1%

1.5%

5.0%

4.1%

6.8%

3.3%
0.6%

7.2%

11.7%

4.5%

16.7%

10.0%

12.5%

6.5%

18.2%

16.2%

5.0%

3.2%

2.0%

11.4%

1.1%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.活動に興味があった 2.人とのつながりが欲しかった 3.知り合いが参加している 4.活動内容や参加方法について
情報を得た

5.活動に対する
金銭的負担が少なかった

6.活動に対する
時間的負担が少なかった

7.体力的に無理なく
活動できそう

8. 自身のスキルや経験を
活かせると感じた

9.特に理由はない 10.その他（具体的に） 無回答

性・年齢別

・「活動に興味があった」とする回答は、全体と比べて男性では40歳代～50歳代で多くなっている一方、
20歳代が特に少なくなっている。女性では若い年代ほど多くなっている一方で、60歳代～70歳代以上
が少なくなっている。
・「知り合いが参加している」とする回答は、全体と比べて男性では特に20歳代が多くなっている（30％）。
・「体力的に無理なく活動できそう」とする回答は、男性では40歳代以上の年代で回答が見られ、女性で
は20歳代以上の年代で回答が見られる。全体と比べると、60歳代～70歳代以上になると割合が比較的
多くなる傾向がある。
・「人とのつながりが欲しかった」とする回答は、全体と比べて男性では60歳代が特に多く（18.2％）なって
いる一方で、20歳代ではその割合は０％である。女性では20歳代が特に多く（15％）なっている。
・「自身のスキルや経験を活かせると感じた」とする回答は、他の性別・年代が0～10％であることと比べ
ると、男性10歳代（33.3％）、20歳代（20％）、40歳代（16.1％）に比較的多くみられる。

・「活動に興味があった」が30.2％と最も多く、次いで「知り合いが参加している」13.4％、「体力的に無
理なく活動できそう」12.4％、「人とのつながりが欲しかった」10.7％が並ぶ。
・特に少ないのは「その他」2.5％、「特に理由はない」3％となっている。

全体

問30 参加している理由は何ですか。 ML3/n=359

3．調査結果

64 ３－4．「地域での活動との関わり」について 65３－4．「地域での活動との関わり」について



174人

128人

116人

110人

93人

72人

59人

46人

18人

15人

38人

0 50 100 150 200

6.活動に対する時間的負担がある

9.特に理由はない

1.興味のある活動がない

4.内容や参加方法など活動に関する情報がない

3.知り合いや一緒に参加する仲間がいない

7.体力面で負担を感じる

2.人間関係がわずらわしい

10.その他（具体的に）

5.活動に対する金銭的負担がある

8.自身のスキルや経験が足りないと感じる

無回答

13.3%

14.4%

12.6%

21.1%

18.5%

17.9%

6.1%

15.3%

16.9%

13.8%

17.5%

20.8%

9.8%

12.1%

15.0%

8.2%

6.8%

6.8%

6.9%

1.9%

2.6%

7.3%

9.7%

6.5%

11.3%

7.5%

3.8%

8.7%

7.1%

6.7%

7.1%

10.7%

12.0%

9.6%

15.8%

14.8%

15.4%

18.3%

11.1%

10.4%

3.8%

10.0%

11.3%

10.9%

11.1%

11.7%

3.5%

12.7%

12.7%

12.6%

15.8%

18.5%

20.5%

9.8%

18.1%

13.0%
2.5%

25.0%

17.5%

7.5%

12.0%

13.1%

11.7%

12.9%

2.1%

1.7%

2.3%

1.9%

2.6%

1.2%

2.8%

2.6%

25.0%

2.5%

11.3%

1.1%

1.2%

20.0%

19.8%

19.9%

100.0%

10.5%

20.4%

28.2%

25.6%

27.8%

15.6%

7.5%

50.0%

25.0%

18.9%

22.8%

23.2%

18.3%

10.6%

100.0%

8.3%

5.9%

10.8%

3.7%

10.4%

17.5%

2.5%

5.7%

5.4%

10.1%

11.7%

24.7%

1.7%

1.2%

2.3%

1.2%

1.4%

2.6%

1.3%

1.1%

2.0%

10.0%

1.2%

14.7%

16.0%

13.7%

26.3%

16.7%

10.3%

19.5%

9.7%

13.0%

21.3%

15.0%

17.0%

15.2%

11.1%

8.3%

16.5%

5.3%

5.2%

5.3%

10.5%

5.6%

2.6%

4.9%

4.2%

2.6%

8.8%

1.9%

8.7%

5.1%

5.0%

7.1%

4.4%

4.2%

4.1%

1.9%

2.4%

6.5%

12.5%

2.5%

1.9%

4.3%

5.1%

1.7%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

4.内容や参加方法など
活動に関する情報がない

3.知り合いや一緒に
参加する仲間がいない

1.興味のある活動がない 2.人間関係がわずらわしい

8.自身のスキルや経験が
足りないと感じる

7.体力面で負担を感じる5.活動に対する金銭的負担がある 6.活動に対する時間的負担がある

無回答9.特に理由はない 10.その他（具体的に）

自認の性
40歳代

性・年齢別

・「活動に対する時間的負担がある」とする回答は、男性では30歳代～50歳代にかけて25～30％と
多くなっており、女性では10歳代の50％を筆頭に、年代が低いほど割合が多くなる傾向にある。
・「特に理由はない」とする回答は、全体と比べて男性に多くみられる。
・「興味のある活動がない」とする回答は、全体と比べて男性では40歳代が特に少なく（6.1％）、女性
では40歳代（9.8％）、70歳代以上（8.2％）が少ない。
・「内容や参加方法など活動に関する情報がない」とする回答は、全体と比べて性別による大差はな
いが、男性では30歳代が最も多く（20.5％）、次いで20歳代（18.5％）、50歳代（18.1％）となっている。
女性では10歳代が最も多く（25％）、次いで20歳代（17.5％）となっている。

・「活動に対する時間的負担がある」が20％と最も多く、次いで「特に理由はない」14.7％、「興味のあ
る活動がない」13.3％、「内容や参加方法など活動に関する情報がない」12.7％が並ぶ。
・特に少ないのは「自身のスキルや経験が足りないと感じる」1.7％、「活動に対する金銭的負担があ
る」2.1％となっている。

全体

問31 参加していない理由は何ですか。 ML3/n=562

3．調査結果

66 ３－4．「地域での活動との関わり」について 67３－4．「地域での活動との関わり」について



18.3%
1.そう思う
163人

24.5%
2.少しはそう思う
218人

24.3%
3.どちらでもない
216人

15.2%
4.あまりそう思わない
135人

8.1%
5.そう思わない
72人

9.6%
無回答
85人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18.3%

15.9%

20.4%

12.5%

15.8%

22.2%

18.1%

9.7%

12.7%

18.8%

33.3%

18.9%

18.8%

10.9%

10.1%

37.9%

22.4%

24.5%

20.8%

27.6%

31.3%

5.3%

22.2%

23.6%

30.6%

23.8%

14.6%

33.3%

24.3%

20.8%

33.7%

30.3%

23.0%

28.4%

24.3%

27.6%

21.4%

31.3%

34.2%

13.9%

34.7%

30.6%

22.2%

26.0%

27.0%

35.4%

23.9%

24.7%

16.1%

14.9%

15.2%

17.7%

13.3%

12.5%

26.3%

25.0%

13.9%

12.9%

19.0%

17.7%

33.3%

10.8%

8.3%

15.2%

19.1%

11.5%

11.2%

8.1%

9.9%

6.9%

12.5%

15.8%

13.9%

4.2%

9.7%

9.5%

9.4%

8.1%

10.4%

9.8%

2.2%

2.3%

9.7%

9.6%

8.1%

10.5%

2.6%

2.8%

5.6%

6.5%

12.7%

13.5%

10.8%

6.3%

6.5%

13.5%

9.2%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で比べると、活動への参加意向があるとする割合は、男性が36.7％、女性は48％となっており、
女性に多くみられる。「どちらでもない」とする回答は、男性では参加意向がない割合と同じであり、
女性では参加意向がない層よりも約1％多くなっている。
・参加意向がある人については、男性では20歳代が最も少なく（21.1％）、そのほかの年代では33％
～44％となっている。女性では30歳代が最も少なく（39.6％）、70歳代以上（50.8％）、60歳代
（60.9％）、10歳代（66.6％）で多くみられる。
・参加意向がない人については、男性では20歳代が最も多く（42.1％）、次いで30歳代（38.9％）、60
歳代（28.5％）となっている。最も割合が少ないのは18.1％と40歳代である。女性では、40歳代が最
も多く（25％）、次いで70歳代以上（20.9％）となっている。最も割合が少ないのは60歳代で13.8％で
ある。

・「そう思う」18.3％、「少しはそう思う」24.5％であり、42.8％が今後も活動に参加する意向がある。一
方、「あまりそう思わない」15.2％、「そう思わない」8.1％であり、23.3％が今後の活動に参加する意
向がない。
・「どちらでもない」とする回答は24.3％となっている。

全体

問32 今後（も）、活動に参加したいと思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

68 ３－4．「地域での活動との関わり」について 69３－4．「地域での活動との関わり」について



189人

139人

123人

116人

101人

101人

96人

93人

91人

79人

75人

73人

70人

64人

61人

54人

53人

29人

28人

18人

16人

16人

88人

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180 200

19.スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）

4.健康・福祉

21.具体的な活動内容はまだ考えていない

5.子ども・教育

1.まちづくり

9.文化・伝統

10.旅行・観光

18.芸術・アート・デザイン

12.音楽

8.食

17.交流・コミュニケーション

11.国際協力・語学

22.特に取り組みたいとは思わない

13.映画

14.ものづくり・工作

16.ペット・動物

2.アウトドア

3.IT・テクノロジー

7.本

15.ファッション・美容

6.写真

20.その他

無回答

5.7%

7.7%

4.4%

6.3%

6.7%

9.2%

6.3%

10.0%

9.7%

6.3%

2.2%

8.5%

4.4%

3.7%
1.7%

6.0%

3.0%

4.2%

2.2%

6.7%

6.6%

7.0%

4.5%

3.5%

0.6%

4.3%

2.5%

3.9%
1.6%

1.7%
0.9%

1.6%

2.8%
0.9%

3.1%

6.7%

2.6%

4.9%

1.8%

1.9%

1.1%

2.0%

1.1%

0.6%

0.4%

7.8%

5.6%

9.4%

2.7%

6.3%

5.5%

8.8%

8.2%

4.3%

3.3%

6.8%

5.4%

7.4%

14.4%

14.9%

6.5%

5.8%

7.1%

3.1%

8.0%

17.1%

8.5%

4.5%

3.5%

4.3%

8.7%

13.6%

16.1%

4.8%

3.9%
0.4%

0.9%

1.0%

0.9%

1.3%

1.3%

0.7%

0.9%

1.9%

4.3%

3.3%
0.8%

0.5%

0.6%

0.9%

1.6%

1.5%

1.5%
33.3%

6.3%

1.4%

0.9%

1.8%

2.5%

4.3%
1.1%

1.7%

1.5%

1.1%

2.8%

0.9%

33.3%

4.5%

3.4%

5.2%

4.0%

3.9%

3.5%

4.5%

5.3%

1.3%

13.0%

7.6%

5.1%

5.9%

5.3%

3.9%

4.3%

5.7%

7.0%

4.8%

3.1%
1.3%

2.6%

9.9%

9.1%

8.0%

8.2%

4.3%

5.1%

4.4%

3.7%

6.1%

5.1%

5.4%

5.1%

5.7%

6.3%

5.3%

7.0%

3.6%

4.4%

6.3%

13.0%

12.0%

3.4%

3.9%

3.7%

5.5%

7.2%

4.1%

4.1%

4.2%

12.5%

2.7%

2.6%

5.6%

4.5%

2.7%

2.5%

13.0%

8.7%

4.2%

2.9%

5.9%

4.4%
0.9%

5.1%

3.8%

6.0%

6.7%

3.9%
2.1%

5.5%
3.5%

3.8%

13.0%

6.5%

7.6%

6.8%

4.3%

5.0%

6.0%

3.6%

3.4%

3.6%

33.3%

15.6%
1.3%

3.9%

2.1%

2.7%

2.7%

3.8%

13.0%
1.1%

3.4%

3.4%

4.8%
3.3%

3.4%

33.3%

3.4%

3.4%

3.5%

6.3%

4.0%

6.6%
1.4%

4.5%
2.7%

2.5%

4.3%

2.2%
1.7%

4.4%

7.4%

3.3%
1.3%

0.4%

1.4%

1.3%

1.3%
0.7%

4.3%
2.2%

4.2%
1.0%

1.6%
0.6%

0.4%

3.0%

2.3%

3.6%

1.3%

5.3%

2.1%
1.8%

3.5%

1.3%

4.3%

2.2%

5.9%

4.9%

6.9%

2.2%
0.4%

3.7%

4.6%

2.7%

7.9%
2.8%

1.8%

5.3%

3.8%

4.3%

4.3%

3.4%

2.4%

4.3%

5.5%

6.4%

5.2%

3.5%

6.4%

33.3%

12.5%

2.7%

1.3%

2.8%

3.6%
0.9%

5.7%

7.6%

10.2%

9.3%

8.5%

3.9%

2.1%

33.3%

10.7%

11.5%

10.0%

15.6%

18.7%

10.5%

11.3%

10.0%

9.7%

10.1%

6.5%

7.6%

8.3%

8.0%

15.5%

12.8%

0.9%

1.0%

0.9%

1.3%

0.7%

0.9%

2.5%

1.1%

0.8%

1.0%

1.1%

1.3%

6.9%

8.2%

6.0%

3.1%

5.3%

3.9%

6.3%

12.7%

10.6%

9.4%

2.2%
0.8%

4.9%

8.5%

8.8%

7.2%

3.9%

5.5%
3.0%

3.1%

8.0%

5.3%

4.2%

4.5%

4.4%

7.5%

3.3%

2.5%
1.5%

3.7%

2.8%

4.3%

5.0%

5.1%

4.7%

3.1%

2.7%
2.6%

2.1%

4.5%

6.2%

10.1%

4.3%

2.0%

3.2%

2.8%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

4.健康・福祉3.IT・テクノロジー1.まちづくり 2.アウトドア
8.食7.本5.子ども・教育 6.写真
12.音楽11.国際協力・語学9.文化・伝統 10.旅行・観光
16.ペット・動物15.ファッション・美容13. 映画 14.ものづくり・工作
20.その他19.スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）17.交流・コミュニケーション 18.芸術・アート・デザイン

無回答21.具体的な活動内容は
まだ考えていない

22.特に取り組みたいとは
思わない

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.0% 4.2%

性・年齢別

・男女で大きな差はないが、全体と比べて「まちづくり」では男性が7.7％（男性＞女性）、「文化・伝統」では
7％（男性＞女性）と多く、「健康・福祉」では女性が9.4％と多く（男性＜女性）なっている。
・「スポーツ」とする回答は、男性では10歳代（15.6％）を筆頭に、年代が低いほど割合が多くなっている。
一方、女性では20歳代（6.5％）をはじめとして、年代が上がるにつれて比較的多くなる傾向にある。
・「具体的な活動内容はまだ考えていない」とする回答は、男性では、約3～12％となっており、50歳代、60
歳代、70歳代以上で多くなっている。女性では0～約8％であり、50歳代、60歳代、70歳代以上で多く
なっている。
・「まちづくり」とする回答は、男性では50歳代が最も多く（10％）、次いで60歳代（9.7％）となっている一
方、割合が少ないのは10歳代、40歳代、70歳代以上の6.3％である。女性では30歳代が最も多く
（8.5％）、次いで70歳代以上（6％）となっているが、10歳代（0％）、20歳代（2.2％）、60歳代（1.7％）で少な
くなっている。

・「スポーツ（フィットネス・ダンスを含む）」10.7％、「健康・福祉」7.8％、「具体的な活動内容はまだ考
えていない」6.9％、「子ども・教育」6.5％、「まちづくり」5.7％、「文化・伝統」5.7％が上位に並ぶ。
・少ないのは、「その他」0.9％、「写真」0.9％、「ファッション・美容」1％となっている。

全体

問33 今後（も）、参加するとすればどのような活動に興味がありますか。ML3/n=889
3．調査結果

70 ３－4．「地域での活動との関わり」について 71３－4．「地域での活動との関わり」について



370人

294人

235人

214人

25人

107人

0 50 100 150 200 250 300 350 400

3.市民が地域社会への関心を高めるための
情報を得る機会（地域住民の意識啓発）

2.市民が地域での活動について行政に
　　相談できる機会（負担や不安の解消）

1.市民間の交流を促進する機会

4.研修や学習会など人材育成・スキルアップの場

5.その他

無回答

18.9%

20.2%

18.0%

22.7%

14.6%

19.6%

21.4%

16.7%

24.5%

20.6%

16.7%

18.9%

10.6%

14.5%

12.6%

21.5%

24.6%

23.6%

22.5%

24.6%

36.4%

29.2%

26.1%

20.4%

26.7%

20.4%

16.7%

33.3%

26.4%

33.3%

29.7%

28.1%

21.5%

16.6%

29.7%

30.4%

29.0%

100.0%

13.6%

20.8%

39.1%

34.7%

35.6%

31.6%

26.2%

28.3%

28.8%

27.5%

31.9%

33.8%

25.1%

100.0%

17.2%

16.8%

17.6%

22.7%

27.1%

6.5%

18.4%

14.4%

15.3%

16.7%

50.0%

20.8%

24.2%

22.5%

23.7%

13.8%

7.4%

2.0%

2.8%

1.4%

6.3%

6.5%

1.0%

1.1%

4.1%

2.4%

1.4%

2.2%

0.8%

2.3%

8.6%

7.2%

9.3%

4.5%

2.1%

2.2%

4.1%

5.6%

4.1%

17.5%

5.7%

3.0%

4.3%

1.5%

8.5%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.市民間の交流を促進する機会

4.研修や学習会など
人材育成・スキルアップの場

2.市民が地域での活動について行政に
相談できる機会（負担や不安の解消）

5.その他

3.市民が地域社会への関心を高めるための
情報を得る機会（地域住民の意識啓発）

無回答

性・年齢別

・性別で比べると、男女間、全体の傾向とも大差はみられない。
・「市民が地域社会への関心を高めるための情報を得る機会（地域住民の意識啓発）」とする回答は、全
体と比べて男性では30歳代が特に多く（39.1％）、次いで40歳代～60歳代である。10歳代～20歳代で
は割合が少ない。女性では60歳代が特に多く（33.8％）、次いで20歳代～50歳代、70歳代以上である
が、10歳代が最も少なくなっている。
・「市民が地域での活動について行政に相談できる機会（負担や不安の解消）」とする回答は、男女とも
に若い年代ほど多くなる傾向があり、50歳代以下で全体より割合が多くなっている。
・「市民間の交流を促進する機会」とする回答は、全体と比べると男性では20歳代、50歳代で少なく、60
歳代が最も多く（24.5％）なっている。女性では30歳代～50歳代で特に割合が少なく、70歳代以上が最
も多く（24.5％）なっている。
・「研修や学習会など人材育成・スキルアップの場」とする回答は、全体と比べて男性では20歳代が最も
多く（27.1％）、30歳代が少ない（6.5％）。女性では若い年代で全体より割合が多く、70歳代以上は特に
全体よりも割合が少なくなっている。

・回答の多い順に、「市民が地域社会への関心を高めるための情報を得る機会（地域住民の意識啓
発）」29.7％、「市民が地域での活動について行政に相談できる機会（負担や不安の解消）」23.6％、
「市民間の交流を促進する機会」18.9％、「研修や学習会など人材育成・スキルアップの場」17.2％、
「その他」2％となっている。

全体

問34 市民参画協働においてどのような機会を行政に求めますか。ML3/n=889

3．調査結果

72 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 73３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



2.0%
1.十分
18人

27.0%
2.おおむねできている
240人

41.4%
3.どちらでもない
368人

19.6%
4.あまりできていない
174人

5.4%
5.不十分
48人

4.6%
無回答
41人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.0%

2.6%

1.6%

3.1%

4.8%

5.6%

2.2%

1.1%

1.1%

1.1%

5.4%

27.0%

27.3%

26.8%

42.7%

27.0%

17.7%

26.4%

16.7%

18.4%

25.0%

35.1%

26.4%

29.2%

23.9%

16.7%

13.5%

16.7%

41.4%

39.6%

42.9%

32.3%

39.7%

37.1%

40.3%

47.2%

50.0%

43.8%

32.1%

51.7%

47.2%

39.1%

50.0%

48.6%

50.0%

19.6%

19.0%

20.2%

9.4%

22.2%

29.0%

18.1%

25.0%

15.8%

25.0%

14.9%

13.8%

18.0%

31.5%

25.0%

24.3%

33.3%

5.4%

7.8%

3.4%

2.1%

9.5%

11.3%

9.7%

5.6%

15.8%

3.0%

1.1%

3.4%

3.3%

8.3%

5.4%

4.6%

3.6%

5.0%

10.4%

1.6%

5.6%

6.3%

12.7%

5.7%

1.1%

1.1%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

1.十分 2.おおむねできている 3.どちらでもない 4.あまりできていない 5.不十分 無回答

70 男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で大差は見られないが、約３％の差があるのは「不十分」（男性＞女性）である。
・行政からの情報提供についてポジティブな意見（十分・おおむねできている）となっているのは、男
性では10歳代が最も多く（45.8％）、次いで40歳代（32％）、20歳代（27％）となっている。女性でも10
歳代が最も多く（37.3％）、次いで30歳代（30.3％）、20歳代（27.5％）となっている。
・行政からの情報提供についてネガティブな意見（不十分・あまりできていない）となっているのは、
男性では30歳代が最も多く（40.3％）、次いで20歳代（31.7％）、60歳代（31.6％）、50歳代（30.6％）と
なっている。女性では40歳代が最も多く（34.8％）、次いで50歳代（33.3％）、70歳代以上（33.3％）、
60歳代（29.7％）となっている。
・「どちらでもない」とする回答は、男女とも比較的60歳代～70歳代以上で多くみられる。

・「十分」2％、「おおむねできている」27％となっており、29％が情報提供はある程度できていると感じ
ている。一方、「あまりできていない」19.6％、「不十分」5.4％であり、情報提供ができていないと感じ
ている割合は25％となっている。
・「どちらでもない」は41.4％と、最も回答が多くなっている。

全体

問35 市政に関する行政からの情報提供は十分だと思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

74 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 75３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



2.9%

1.8%

3.8%

1.4%

1.6%

5.2%

3.3%
2.2%

5.7%

6.0%

3.7%

1.8%

5.2%

2.6%

8.3%

1.6%

2.1%

16.7%

7.6%

2.2%

3.4%

9.7%

21.5%

19.3%

23.2%

18.8%

10.5%

25.0%

19.4%

21.0%

19.0%

19.8%

16.7%

21.6%

25.0%

21.7%

22.5%

29.9%

20.9%

70.0%

75.8%

65.7%

68.8%

86.8%

63.9%

79.2%

79.0%

77.8%

70.8%

66.7%

75.7%

75.0%

67.4%

73.0%

59.8%

57.5%

1.9%

1.3%

2.0%

12.5%

2.8%

2.1%

2.7%

1.1%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0.8%

0.5%

1.0%

1.6%

1.0%

1.1%

1.1%

1.1%

0.7%

19.6%

21.9%

17.9%

6.3%

13.2%

22.2%

23.6%

19.4%

27.0%

25.0%

24.3%

20.8%

21.7%

10.1%

18.4%

17.9%

75.4%

74.7%

76.0%

87.5%

86.8%

75.0%

76.4%

75.8%

71.4%

67.7%

100.0%

70.3%

77.1%

77.2%

86.5%

80.5%

66.4%

4.3%

2.9%

5.0%

6.3%

2.8%

4.8%

6.3%

5.4%

2.1%

2.2%

14.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代
女性70歳代

以上

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代
男性70歳代

以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代
女性70歳代

以上

1.知っており、意見を提出したことがある 2.知っているが、意見を提出したことがない 3.知らない 無回答1.知っており、何度も行ったことがある 2.知っており、1、2回行ったことがある 3.知っているが、行ったことがない 4.知らない 無回答

2.9%　1. 知っており、何度も行ったことがある　26人

3.7%
2.知っており、1、2回行ったことがある　33人

1.9%
無回答 17人

21.5%
3.知っているが、行ったことがない 191人

70%
4.知らない 622人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
0.8%
1.知っており、意見を提出したことがある 7人

19.6%
2.知っているが、意見を提出したことがない 174人

75.4%
3.知らない 670人

4.3%
無回答 38人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

性・年齢別

・男女で比べると、「知らない」とする回答は男性で多くなっており、「少なくとも１、２回は行ったことがあ
る」という回答は、女性で多くなっている。
・「少なくとも１、２回は行ったことがある」という回答は、男性では10歳代、50歳代で最も低く、70歳代以
上の7.3％が最も多い。女性では、20歳代～30歳代が最も低く、10歳代（16.7％）、70歳代以上（15.7％）
で多い。
・「知らない」とする回答は男女とも、20歳代が最も多くなっている。

・回答が多いものから順に「知らない」70％、「知っているが、行ったことがない」21.5％、「知っており、
1、2回行ったことがある」3.7％、「知っており、何度も行ったことがある」2.9％となっている。

全体

問36 -1
下記それぞれについて、市民参画協働についてどの程度
知っているかを選んでください。リードあしや（あしや市民活動センター） SA/n=889

性・年齢別

・男女で比べると、「知らない」は女性に多く、少なくとも制度を知っているとする回答は男性で多い。
・少なくとも制度を知っている人は、男性では60歳代が最も多く（28.6％）、次いで70歳代以上（26％）、
40歳代（23.6％）である。女性では20歳代が最も多く（24.3％）、次いで40歳代（22.8％）、30歳代
（20.8％）となっている。
・「知らない」とする回答は、男性では若い年代ほど多く女性では10歳代が最も多く（100％）、次いで50
歳代（86.5％）、60歳代（80.5％）となっている。

・回答が多いものから順に「知らない」75.4％、「知っているが、意見を提出したことがない」19.6％、
「知っており、意見を提出したことがある」0.8％となっている。

全体

問36 -2
下記それぞれについて、市民参画協働についてどの程度
知っているかを選んでください。パブリックコメント制度（市民意見募集） SA/n=889

3．調査結果

76 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 77３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



2.1%
1.そう思う
19人

14.3%
2.少しはそう思う
127人

35.2%
3.どちらでもない
313人

33.9%
4.あまりそう思わない
301人

11.1%
5.そう思わない
99人

3.4%
無回答
30人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2.1%

3.1%
1.4%

6.3%

4.8%

4.8%

5.2%

1.1%

1.1%

1.1%

3.0%

14.3%

15.6%

13.5%

18.8%

15.8%

11.1%

19.4%

8.1%

9.5%

21.9%

18.9%

10.4%

13.0%

12.4%

8.0%

17.9%

35.2%

33.6%

36.3%

31.3%

42.1%

33.3%

36.1%

30.6%

41.3%

26.0%

33.3%

32.4%

43.8%

30.4%

39.3%

48.3%

29.1%

33.9%

33.1%

34.7%

43.8%

21.1%

27.8%

37.5%

35.5%

34.9%

32.3%

66.7%

35.1%

27.1%

46.7%

38.2%

29.9%

28.4%

11.1%

12.5%

10.1%

21.1%

25.0%

6.9%

21.0%

9.5%

7.3%

13.5%

18.8%

8.7%

6.7%

9.2%

10.4%

3.4%

2.1%

4.0%

2.8%

7.3%

2.2%

3.4%

11.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で大きな差はないが、「そう思う」「少しはそう思う」とする回答は男性が18.7％、女性が14.9％と
なっており、男性で多くなっている。一方、女性では「どちらでもない」とする回答が男性に比べ約３％
多くなっている。
・「そう思う」「少しはそう思う」とする回答は、男性で20％を超えているのは10歳代（25.1％）、70歳代以
上（27.1％）の2つのみとなっており、最も少ないのは30歳代（11.1％）である。女性では20％を超えて
いるのは70歳代以上（20.9％）のみであり、最も少ないのは10歳代（0％）となっている。
・「あまりそう思わない」「そう思わない」とする回答は、男性では50歳代が最も多く（56.5％）、次いで30
歳代（52.8％）、その他の年代は40％前後となっている。女性では10歳代が最も多く（66.7％）、次いで
40歳代（55.4％）、20歳代（48.6％）、となっており、その他の年代では40～45％程度となっている。

・「そう思う」2.1％、「少しはそう思う」14.3％であり、16.3％が市民の声を届ける機会があると感じてい
る。一方、「あまりそう思わない」33.9％、「そう思わない」11.1％であり、45％が機会がないと感じてい
る。
・「どちらでもない」とする回答は35.2％となっており、機会がないという回答に次いで多くなっている。

全体

問37 市政に対して市民の声を届ける機会が十分にあると思いますか。SA/n=889

3．調査結果

78 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 79３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



17.2%
1.そう思う
153人

45.4%
2.少しはそう思う
404人

23.7%
3.どちらでもない
211人

5.8%
4.あまりそう思わない
52人

1.0%
5.そう思わない
9人

6.7%
無回答
60人

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

17.2%

20.8%

14.7%

25.0%

18.4%

16.7%

22.2%

22.6%

25.4%

17.7%

33.3%

10.8%

14.6%

14.1%

19.1%

8.0%

17.2%

45.4%

41.4%

48.6%

43.8%

39.5%

47.2%

47.2%

40.3%

31.7%

42.7%

33.3%

54.1%

50.0%

43.5%

50.6%

58.6%

41.8%

23.7%

23.4%

24.0%

25.0%

31.6%

19.4%

19.4%

21.0%

27.0%

22.9%

16.7%

35.1%

22.9%

31.5%

25.8%

26.4%

14.2%

5.8%

7.6%

4.6%

6.3%

5.6%

5.6%

12.9%

11.1%

7.3%

16.7%

6.3%

5.4%

2.2%

8.2%

1.0%

1.8%

0.4%

7.9%

5.6%

3.2%

2.1%

1.1%

1.1%

6.7%

4.9%

7.7%

2.6%

5.6%

5.6%

3.2%

1.6%

9.4%

4.2%

5.4%

1.1%

5.7%

18.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

1.そう思う 2.少しはそう思う 3.どちらでもない 4.あまりそう思わない 5.そう思わない 無回答

男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

性・年齢別

・男女で比べると、「そう思う」とする回答は男性が20.8％、女性が14.7％となっており、男性で多くなっ
ている。
・男女で比べると、「あまりそう思わない」「そう思わない」とする回答は男性が9.4％、女性が5％となっ
ており、男性で多くなっている。
・「そう思う」とする回答は、男女とも10歳代が最も多くなっている。
・「あまりそう思わない」「そう思わない」とする回答は、男性では60歳代が最も多く（14.3％）、次いで
50歳代（12.9％）、30歳代（11.2％）となっている。女性では10歳代が最も多く（16.7％）、次いで30歳
代（8.4％）、70歳代（8.2％）となっている。

・「そう思う」17.2％、「少しはそう思う」45.4％であり、62.6％が必要だと感じている。一方、「あまりそう
思わない」5.8％、「そう思わない」1％であり、6.8％が必要がないと感じている。
・「どちらでもない」とする回答は23.7％となっており、必要だとする回答に次いで多くなっている。

全体

問38 市民参画協働を必要だと思いますか。 SA/n=889

3．調査結果

80 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 81３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



315人
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2.個別地域の課題解決や多様な市民ニーズに対応するため

1.市民、行政それぞれでは解決が難しい課題に対応するため

3.互いに協働する方が施策が円滑に実施されるため

6.市民自治に対する市民の意識の高まりを促進するため

5.市民自治に対する市民の意識の高まりに対応するため

4.市の行財政の負担が軽減されるため

7.その他（具体的に）

無回答

1.市民、行政それぞれでは
解決が難しい課題に対応するため  

5.市民自治に対する市民の
意識の高まりに対応するため

2.個別地域の課題解決や
多様な市民ニーズに対応するため

6.市民自治に対する
市民の意識の高まりを促進するため

3.互いに協働する方が
施策が円滑に実施されるため  

7.その他（具体的に）  

4.市の行財政の負担が
軽減されるため

無回答
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9.5%

13.6%
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17.4%

11.4%

17.1%

0.6%

0.8%

2.3%

1.7%

4.1%

2.2%

5.2%

2.0%

1.9%

6.8%
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全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

自認の性
40歳代

男性70歳代
以上

女性70歳代
以上

16.7%

25.0%

23.3%

22.7%

24.0%

21.8%

18.2%

33.3%

34.1%

35.0%

25.5%

29.6%

23.4%

18.2%

18.2%

10.0%

27.7%

19.2%

24.2%

16.6%

16.7%
2.3%

1.7%

2.7%

4.0%
1.6%

1.1%
4.4%

16.7%

9.1%

6.7%

9.1%
3.2%

3.2%

8.8%

16.7%

11.4%

20.0%

12.7%

18.4%

23.4%

19.3%

1.7%

3.6%

13.3%

1.7%

0.8%
0.8%

0.9%

2.4%

22.4% 27.0% 18.5%
2.7%

7.4% 17.1%
0.7%

性・年齢別

・男女で大差は見られないが、全体と比べて「個別地域の課題解決や多様な市民ニーズに対応する
ため」が男性で29.3％と多くなっている（男性＞女性）。
・「市民、行政それぞれでは解決が難しい課題に対応するため」とする回答は、全体と比べて男性で
は30歳代（28.6％）、60歳代（29.1％）で多くなっている。女性では全体の傾向と大差はみられない。
・「互いに協働する方が施策が円滑に実施されるため」とする回答は、全体と比べて男性では40歳代
が最も多く（21.7％）、20歳代で少なくなっている（13.6％）。女性では60歳代が最も多く（24.2％）、次
いで40歳代（22.7％）となっている。一方で30歳代は10％と全体に比べて少なくなっている。
・「市民自治に対する市民の意識の高まりを促進するため」とする回答は、全体と比べて男性の60歳
代が特に少なくなっている（11.4％）。女性では20歳代が最も少なく（11.4％）、50歳代～70歳代以上
では全体よりも割合が多くなっている。
・「市の行財政の負担が軽減されるため」とする回答は、全体と比べて男性では特に20歳代で多く
なっており（4.5％）、女性では50歳代（4％）、70歳代（4.4％）で多くなっている。

・回答の多い順に、「個別地域の課題解決や多様な市民ニーズに対応するため」27.6％、「市民、行政
それぞれでは解決が難しい課題に対応するため」22.9％、「互いに協働する方が施策が円滑に実施
されるため」18.9％、「市民自治に対する市民の意識の高まりを促進するため」17.5％、「市民自治に
対する市民の意識の高まりに対応するため」7.6％、「市の行財政の負担が軽減されるため」2.8％、
「その他」0.7％となっている。

全体

問39 必要だと思う理由は何ですか。 ML3/n=614

3．調査結果

82 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 83３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について
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1.時間や手間がかかり非効率だから

6.事業に対する責任の所在がはっきりしないか

5.公的な事業は市が行うべきだから

4.市民の側の負担が増大するため

2.市民や団体の力がまだ育っていないため

3.市の行財政の負担軽減につながらないため

7.その他（具体的に）

無回答

14.9%

17.2%

13.5%

33.3%

37.5%

14.3%

28.6%

5.9%

40.0%
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42.9%
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17.6%

100.0%

30.0%

9.1%

25.0%
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1.4%

33.3%

14.3%

12.5%
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31.9%

18.8%

40.5%

14.3%

25.0%

7.1%

47.1%

10.0%

45.5%

12.5%

33.3%

55.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性合計

女性合計

自認の性合計

男性10歳代

男性20歳代

男性30歳代

男性40歳代

男性50歳代

男性60歳代

男性70歳代
以上

女性10歳代

女性20歳代

女性30歳代

女性40歳代

女性50歳代

女性60歳代

女性70歳代
以上

自認の性
40歳代

1.時間や手間がかかり非効率だから

5.公的な事業は市が行うべきだから   

2.市民や団体の力が
まだ育っていないため   

6.事業に対する責任の
所在がはっきりしないから   

3.市の行財政の負担軽減に
つながらないため   

7.その他（具体的に）  

4.市民の側の負担が増大するため   

無回答   

性・年齢別

・男女で比べると、「時間や手間がかかり非効率だから」、「市民の側の負担が増大するため」が男性で
全体と比べて多くなっている一方、女性では少ない。
・「時間や手間がかかり非効率だから」とする回答は、全体に比べて男性では40歳代が特に多く
（37.5％）、次いで20歳代、60歳代となっている一方、10歳代、30歳代、70歳代以上では少なくなってい
る。女性では30歳代が特に多く（40％）、次いで40歳代、60歳代となっている一方で、10歳代、20歳代、
50歳代では少ない。
・「事業に対する責任の所在がはっきりしないから」とする回答は、全体と比べて男性では50歳代が最も
多く（28.6％）、次いで60歳代、70歳代以上となっている一方、その他の年代では0％である。女性では
全体と比べて10歳代、60歳代、30歳代で多くなっているが、その他の年代では少なくなっている。
・「公的な事業は市が行うべきだから」とする回答は、男性では年代が低いほど割合が多くなっている。
女性では50歳代が最も多く（37.5％）、次いで70歳代以上、30歳代となっている一方で、10歳代、60歳
代で０％となっている。

・回答の多い順に、「時間や手間がかかり非効率だから」14.9％、「事業に対する責任の所在がはっき
りしないから」14.9％、「公的な事業は市が行うべきだから」14.2％、「市民の側の負担が増大するた
め」10.6％、「市民や団体の力がまだ育っていないため」6.4％、「市の行財政の負担軽減につながら
ないため」4.3％、「その他」2.8％となっている。

全体

問40 不要だと思う理由は何ですか。 ML3/n=107

3．調査結果

84 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 85３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



1.お住まいの地域に対する意識について

36件の意見の内容は、環境衛生に関すること、子育て・教育に関すること、周辺の施設等に関するこ
と、健康福祉に関すること、防災防犯に関することとなっている。その中でも特に意見が多かったのは
環境衛生に関することとなっており、以下にいくつか回答を抜粋する。

・景観観光の視点から禁煙のまちにしてほしい。
・ゴミ捨て場の問題が多発している、カラスが荒らす、区画での管理体制が整わない、など。個々の意識
を高めることが大切である。
・駐車場がない。あっても有料である。車社会にしては不備だと思うことがあります。

4.市民参画協働施策に対する意識・行動について

97件の意見の内容は、主に、市民参画協働に関する前向きな意見、市民参画協働が「よくわからな
い・知らない」、市民参画協働を「意識していない」、情報の取得について、市民の意見表明の機会に
ついて、となっている。
「よくわからない・知らない」は32件、「意識していない」は7件あり、市民参画協働について市民により
具体的にわかりやすい情報提供や説明を求める声が多い。また、情報の取得については以下のよう
な意見がみられる。

・市の行政にもっと関心を持ちたいと思います。
・一般市民にはあまり認知されていない気がします。意義など、もっとＰＲが必要。市民の意見表明の機
会については、現状の機会不足を感じている声や、双方向に意見のやりとりができる場を求める声等
がみられている。
・市民参画の場に子供同伴で気軽に参加できる場や雰囲気も作ってほしいです。
・幅広い年齢層が意見が出し合える場が必要。
・時間がなかなか取れない。意見を郵送できれば良いのに。

3.地域での活動との関わりについて

33件の意見が寄せられ、課題も提示されている一方で、比較的前向きな声がみられている。

・平日の昼間に活動をしていることが多いように感じる。 それでは参加できる市民が限られてしまうよう
に思う。
・企画はあっても場所会場が少ない。
・自治活動への行政から人材・施設・資金の援助を増やして欲しい。
・市民も行政に無関心ではいけないと思っています。仕事、育児で忙しいですが、何年か後、余裕があ
れば、積極的に地域の活動に参加したいと思っています。
・今まで時間がなかったが、今後（年金生活）は、自分の時間が少しはもてると思うので、いろんな事に
参加できれば良いと思っています。

2.地域の人とのつながりについて

7件の意見が寄せられ、不安や課題もある一方、前向きな声もみられる。

・世代を超えたつながりを作り上げるためには、家族を動かすこと。祭り、運動会、炊き出しなど家族で
行ってみよう、という小さなイベントを繰り返しやることが、まず大事なことかと思う。
・今は外との関係（友人、知人とのコミュニケーション）に問題は感じていないが、家から出られなくなっ
た状況になったら･･･と思うと、今から外部との接点を築いておかなくては、と反省。

問

※ひとりの回答者の意見内容が複数にわたる場合は、複数の意見として扱っている。

41 市民参画協働に対する意見をご自由にお書きください。

大項目 中項目 意見数
環境衛生に関すること

218

45
45

97
2
18
30
7
32
8
33
33
7
7
36
2
3
4
9
18

子育て・教育に関すること
周辺の施設等に関すること
健康福祉に関すること
防災防犯に関すること

2.地域の人とのつながりについて

3.地域での活動との関わりについて

市民参画協働に関する前向きな意見について
市民参画協働を「よくわからない・知らない」とする意見について
市民参画協働を「そもそも意識していない」とする意見について
情報の取得について
市民の意見表明の機会について
市民参画協働に関するその他意見について

その他

計
計

1.お住まいの地域に対する意識について

計

4.市民参画協働施策に対する意識・行動について

計

計

計

n= 218

合計218の意見について、調査票にもとづき「お住まいの地域に対する意識について」、「地域の人と
のつながりについて」、「地域での活動との関わりについて」、「市民参画協働施策に対する意識・行
動について」の4つと、それ以外は「その他」として分類・整理した。

3．調査結果

86 ３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について 87３－5．「市民参画協働施策に対する意識・行動」について



調査票様式

88 89４－１．調査票（見本）



90 ４－１．調査票（見本） 91４－１．調査票（見本）



92 ４－１．調査票（見本） 93４－１．調査票（見本）



94 ４－１．調査票（見本） 95４－１．調査票（見本）



発行日｜2019年3月

発行者｜芦屋市企画部市民参画課
住所 〒659-8501 芦屋市精道町7番6号
TEL 0797-38-2007
FAX 0797-38-2004
E-mail : shiminsankaku@city.ashiya.lg.jp

96 ４－１．調査票（見本） 97


